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じ め  に

古 代 に お い て僧 の修″うの 妨 げ とな る最 大 の もの が 女 犯 で あ った ろ うこ とは

容 易 に想 像 し うる。 従 って仏 典 ジ ャー タカが 女 性 を主 題 に と りあ げ る時 は 、

ほ とん どそ の邪 悪 を説 く こ とに な る。 又 、 女 性 その もの を悪 と しな い 場 合 も、

官 能 に ひ きず られ る こ との 恐 し さを強 調 して お り、 い ず れ に して も女 に は近

づ く勿 れ 、 とい うの が その 趣 旨 で あ る。

ジ ャー タカ はすべ て 仏 陀 で あ る大 師 (Satth五 )が 自 らの 前 世 を物 語 る形

に な ってい る。 大 師 が どの よ うな状 況 で そ の話 を語 られ た か 、 を記 し た部 分

(い わ ば話 の 枕 に あ た るの で 仮 に「 枕 」 と呼 ん で お く。 )、 大 師 の 語 る過 去

の物 語 (本 生 諄 、以 下「 枕 」 に対 して「 本 」 と記 す 。 )本 生 講 中 の 登 場 人 物

が 現 在 の 誰 の前 世 の 姿 で あ るか 、 を明 か す 結 び の部 分 (仏 教 説 話 と しての ジ

ャー タ カ を考 えて ゆ く上 で は非 常 に重 要 な意 味 を持 って い よ うが 、 この 小 論

で は と りあ げ な い 。 )の 三 つ の 部 分 か ら成 るの が普 通 で あ る。

女 犯 を戒 め る こ と を主 題 とす る場 合 の「 枕 」 に は愛 欲 に と らわ れ て心 の 平

安 を失 った比 丘 が 登 場 す る。 浮 世 を捨 て る前 に連 れ 添 った女 房 が 恋 し くて た

ま らな くな る (特 に そ の手 の柔 か さが 忘 れ られ ない 、 と訴 え る場 面 が 多 い )

か 、 托 鉢 中 に美 しい女 を見 て忘 れ られ な くな るか して情 欲 に駆 られ 、 戒 律 を

破 った り、還 俗 を望 む よ うに な る。 髪 や爪 が長 く伸 びて衣 の 汚 れ が ひ ど くな

る。 そ こで 仲 間 の比 丘 が 大 師 に告 げた り、 無 理 に ひ っぱ って連 れ て来 た りす

る。(他の比 丘 の破 戒 を知 った もの は注 意 を与 えた り、僧 団 に報 告 す る義 務 が

あ る。 )大 師 は 直接 真 偽 を問 い 正 した上 、女 の邪 悪 や恐 し さ、官 能 を満 た そ

う とす る こ との 空 し さ を説 くた め に、 本 生 諄 を語 る ことに な る。 比 丘で は な

く、 妻 の 不 貞 に心 を痛 め た り、 妻 の 死 を嘆 き悲 しむ優 婆 塞 が 登 場 して 大 師 の

教 え を乞 う こ と もあ る。

しか しなが ら、 この よ うに して語 られ る本 生謂 は 、 か な りの娯 楽 的 或 い は

文 学 的 とい って もよい 要 素 を もって お り、 時 に は それ が「 枕 」 の 部 分 の 趣 旨

とは ち ぐは ぐな もの もあ る。 そ の 理 由 の第 一 は 、 ジ ャー タ カが 当時 の 民 間 説

話 、小 咄 の類 い を あ ま り変 形 もせ ず に取 り入 れ た た めで あ ろ うし、 又 、 た て

ま え は と もか く、 こ うい った説 話 (ジ ャー タカ、 その 他 )が 在 家 、 出家 を 間

わ ず 、 日常 生 活 の 中 で 娯 楽 と して の 大 きな意 味 を持 ってい た こ と もあ るだ ろ

う。 更 に 、 い くつ か の 話 で は、 文 学 へ の 志 向 が抹 香 臭 さを押 しの け て 幅 を き

か せ て い る よ うに感 じ られ るの だ が 、 この 点 に 関 して は ど こ まで 自分 の 感 覚

に 頼 って よい もの や ら わ か らな い 。 た だ確 か な の は、 これ らの古 い物 語 が 今

の 自分 の想 像 力 を刺 激 す る、 とい うこ とで あ ろ う。

正 確 に考 えて ゆ こ うとす れ ば 、仏 教 の教 義 と照 らして 、 又 、 イ ン ドの歴 史

の 流 れ の 中 で と らえ ね ば な らな い と ころで あ るが 、 それ は で きな い 。 こ こで

で きるの は 、女 性 を主 題 とす る話 を ジ ャー タ カ中 か ら拾 い 、類 似 した話 を ま

とめ て み る こ と ぐ らい だ が 、娯 楽 、 文 学 と して な が めた気 楽 に して罰 当た り

な 感 想 を少 々加 えて み た い 。

時 間 的 に も空 間 的 に もか け は なれ た場 所 か ら、 お ぼ ろ げ な鏡 を使 って覗 見

は



す る心 地 で 、 目に見 えた もの も或 い は 自分 の 目の 歪 み か も知 れ ず 、 どれ は ど

の 意 味 が あ る こ となの か 疑 間 とは思 う。

テ キ ス トは V.Fausbollの lThe Jtttaka‖ (Pali Text Society,
1963)を 使用し、E.Bo COwell l Jtttaka Storiesl を参 照 した 。

本文中の登場人物はほとん ど名前が与え られているが簡単のため単に「行者」

「 女」「 王」などのよ うに記 した。



1.行 者 の 息 子 が か どわか され る話

人 里 を遠 く離 れ た 山 中 で行 を続 け て い る と女 が現 れ て 誘 惑 しよ うとす る、

とい う話 で あ るが 、 ジ ャー タカ中 で は一 定 の 型 を と る。 Z477の Culla
Nttrada J.(1)を 中 心 に考 え る。

枕  SIvatthi に 美 しい娘 が あ り、十 六 才 に な った (成 人 した )が 、結
婚 相 手 が ない 。 母 親 は思 案 の末 、比 丘 を誘 惑 す る こ と を思 い 立 つ 。 僧 に は な

った が 戒 律 の 多 さに 嫌 気 が さして 、 姿 形 ば か り気 に か け る よ うに な った 伊 達

男 に 自羽 の 矢 が 立 つ 。 母 娘 に誘 惑 され た この 比丘 は大 師 に還 俗 を願 い 出 るが 、

大 師 は以 下 の 話 を して 悟 す 。

本  Bodhisattメ 2)は バ ラモ ンの 家 に生 まれ 、妻 を嬰 るが 、 妻 は 子 供 を残
して 死 ぬ 。 (或 い は お 産 で死 ぬ 、 と考 えた 方 が い い か もしれ な い 。 )Bo.は

世 を は か なん で 息 子 を連 れ て 出 家 す る。 あ る 日、 Bo.の 留 守 に 、 盗 賊 の 根 城

か ら逃 げ て きた娘 が 庵 に辿 りつ く。 息 子 を誘 惑 して一 緒 に村へ 逃 げ よ う、 と

言 うが 、息 子 は父 に告 げ て か ら、 と答 え る。 娘 は父 の帰 るの を恐 れ て先 に行

って しま う。 B。 .が 帰 って くる と息 子 は薪 も水 も用 意 せ ず に ぼ ん や りす わ っ

て い る。父 は 娘 の 足 跡 を見 て 事 情 を知 る。 山 を降 りよ う、 とす る息 子 に Bo.

は人 の 世 の偽 り多 き こ と を語 って 改 心 させ る。

あ 106(Udaγ cani J.)で は Bo.は 息 子 の 心 を今 変 え させ るの は無 理
だ ろ う、 と強 い て止 め な い 。 息 子 は女 の あ と を追 って村へ 行 った が 、女 は 肉

を買 って こい だの 、魚 を買 って こ い だ の 、入 用 に な る もの をい ちい ち買 い に

ゆ か せ た。 そ こで 息 子 は「 奴 隷 か 下 男 の つ も りで こ き使 い やが る」 と逃 げ だ

して父 の もとへ 帰 る。

幸 わせ だ った この僕 を

水 が め女
(の が 苦 しめ る

妻 に な る とは 回先 ば か り

油 だ塩 だ と こ きつ か う

こ まか い 買物 に使 わ れ て は男 が す た る、 とい うこ と らしい
(4)。 こ こで 、 息 子

に 対 して Bo.が 、「 それ は そ うだ が 、 親 切 心 と憐 れ み を欠 い て は な らぬ」 と

説 く と ころが この 一 連 の 説 話 の 中 で は 一風 変 わ って い る。 悪 女 に 対 して非 常

に厳 しい 罰 を与 えて い る もの もあ るが 、 この 話 の よ うに 、「 男 を誘 って我 物

に す る と今 度 は 自分 の た め に あ ごで 使 い 出 す 」 女 の 性 を仕 方 が ない もの 、 憐

れ むべ き もの 、 とあ き らめ て もの わ か りの よ い と ころ を示 す 話 が か な り多 い 。

女 性 蔑 視 の 度 合 は む しろ きつ い か もしれ な い 。

あ 435(IIaliddirttga J.)は あ 477と ほ ぼ 同 じで あ るが 、女 が 息

子 に対 して「 山の 中 の 何 一 つ誘 惑 の な い と こ ろで 守 る戒 に意 味 は ない 。 誘 惑

の 多 い と ころ で それ を断 って こそ尊 い 、 とい う もの」 と述 べ る。 この理 屈 は

行 者 を誘 惑 す る常 套 手 段 で 、 あ ち こちで 使 わ れ て い る。 /348(A r aγ tta

J.)は あ 477の 大筋 の み を記 して い る。
/526(Nalinik五 .」 .)は あ る雌 鹿 が 行 者 (Bo.)が 用 を足 す 場 所 で

その 精 液 の 交 った水 を飲 ん だ り、 草 を食べ た た め に、 や が て B。 .の 子 を生 む。



BO.が 事 情 を知 って そ の 子 を 育 て る。 B。 .と そ の 子 Isisingaの 力 の 強 くな

る こ と を恐 れ た Sakka(5)が KIsi の 王 を だ ま して その 王 女 に Isisingaを

誘 惑 させ る。 王 女 は Bo.の 留 守 に若 い行 者 の姿 で 現 われ 、生 まれ て この か た

女 とい う もの を見 た こ との な い Isisinga を だ ま して 戒 を破 らせ る。 帰 っ

て きた父 は息 子 か ら若 い 僧 と遊 ん だ話 を聞 き、 事 情 を知 る。 父 が女 の恐 し さ

を説 く と、 息 子 は あれ は夜 叉 の 女 だ った の だ 、 と思 い 、 又修 業 に は げ む。 行

者 姿 の 王 女 が手 ま り遊 び を しなが ら庵 を訪 れ 、 ふ ざけ て い る うちに I sisinga

と交 わ る場 面 、 又 、 そ うとは知 らぬ Isisinga が女 や父 とか わ す無 邪 気 な

言 葉 な どは艶 笑 小 咄 と して演 出 され た こ と と思 う。

/523(Alambusa」 .)は あ 526に ほ ぼ 同 じだ が 、 Bo.亡 き後 、

Sakka が 二 千 五 百 万 の 天 女 の うち もっ と も美 しい女 を Isisinga の もと
へ 送 り、 堕 落 させ る こ と に な って い る。 Isisinga は女 に 誘 惑 され て 戒 を

破 り、 三年 共 に暮 らす が 、三 年 目に 、「 女 は花 の よ うに美 しい が 近 づ い て は

な らぬ 。 」 とい う父 の教 え を思 い 出 して 反 省 し、 女 を去 らせ る。 Sakkaの

命 を うけ た天 女 が始 め か ら乗 気 で は な く、 首 尾 よ く堕 落 させ て帰 った 時 も、

何 で も望 み の もの を、 と言 う Sakka に対 し、 も う三 度 と こん な仕 事 を させ

ない で ほ しい とい うの が 望 み だ 、 と ピ シ ャ リとは ね つ け る と ころが ユ ー モ ラ

スで あ る。

この 類 型 か らは 、 はず れ るがκ 167,423も 行 者 を誘 惑 す る女 の 話 で

あ る。

π 167(Samiddhi J.)朝 日の 中 で 水 浴 す る行 者 (Bo.)の 姿 を見 て 、

そ の あ ま りの美 し さに恋 を した女 神 が 誘 い か け る。

この世 の 楽 しみ を御 存 知 ない 方 よ、

さあ楽 しみ ま し ょ う、 今 こそが す べ て

BO.の 返 歌
死 の時 はい つ 来 るか わか らな い

私 は行 を続 け よ う、今 こそが その 時

/423(Indriya」 .)の 枕 に は もとの妻 に 誘 惑 され る出 家 の 話 が 出 て

くる。 妻 の もとへ 托 鉢 に来 た比 丘 に妻 は 引越 しの 用 意 を見 せ 、「 女 は主 人 な

しで は生 き られ ない 。 あ な た に は不 義 に な るが 、 遠 くへ 行 って 他 の 男 と暮 ら

す か ら勘 忍 して 頂 戴 」 と泣 く。 男 を引戻 す ため の 策 で あ る。 男 は一 度 は還 俗

を決 意 す るが 、 大 師 に悟 され る。 出家 者 に と って もとの 妻 を忘 れ る こ との む

ず か し さ、女 に す れ ば夫 に 出 家 され る こ との辛 さが よ くわ か る話 で あ る。だ

423の 本 生 で は 、古 の 聖 人 た ちの 名 を挙 げて 、 官 能 に 囚 わ れ る こ との恐 し

さ、 空 し さを説 く。

2.行 者が女 に迷 って通力 を失 う話

/66, κ 251,あ 431は 、王妃 に情欲 をお こして苦 しい思い を した

行者の話 であ る。

/66 6( Ⅳludulakkana 」。 )



枕  Sivatthi に 住 む若 者 が 出家 した が 、 あ る 日托 鉢 の 途 中 で 美 し く着

飾 った女 を見 て欲 情 した。 以 来 心 の 平 安 を失 って獣 の よ うに な って しまい 、

爪 、体 毛 が長 く伸 び 、 衣 の汚 れ もひ ど くな っ た。 仲 間 の比 丘が 気 付 い て大 師

の もとへ 連 れ て ゆ く。 大 師 は「 Bo.で す ら女 の 隠 所 (61を 見 て禅 定 を失 った 。

須 弥 山 を ひ っ く り返 す ほ どの大 風 が 象 ほ どの 小 山 を、大 閻 浮 樹 を根 こそ ぎに

す る大 風 が が け っぷ ちの 小 木 を、大 海 を干 上 げ る大 風 が 小 池 を もの と もしな

い の は 言 うまで もな い 。 お ま えが 愛 欲 に苦 しむ の は無 理 もな い 話 だ。 如何 に

清 浄 な もの も女 に よ って汚 れ るの だか ら。 」 と説 く。

本  Bo.は 富 裕 な バ ラモ ンの 家 に生 まれ た が 出家 して ヒマ ラ ヤで 暮 らした。

あ る時 、 酢 と塩 を求 め て
(の 山 を降 り、 ベ ナ レ スヘ や って 来 た 。 托 鉢 して 王 宮

の 門 へ 来 る と、 王 は行 者 の 姿 に貴 い もの を感 じて大 切 に もて な し、王 宮 の 庭

園 に住 ん で くれ る よ うに頼 む。 行 者 は承 知 して そ こに十 六 年 間暮 らす 。 十 六

年 目に 王 は 国境 に お こ った争 乱 を平 定 しに行 く。王 が 留 守 の 間 、 王 妃 が行 者

の世 話 をす る こ とに な った が 、 あ る 日、行 者 が 食 事 に時 刻 に な って もや って

来 な い 。 王 妃 が 寝 椅 子 で うた た寝 を して い る と ころへ 行 者 が現 わ れ 、 あ わ て

て起 き上 が った拍 子 に衣 が す る りと落 ち、 裸 身 を見 せ て しま う。 行 者 は湧 き

上 が る情 欲 を抑 え られ ず 、食 事 もと らず に 羽 を もが れ た 鳥 の よ うに な って寝

込 ん で し ま う。 王 が 帰 って きて行 者 の 様 子 に 驚 き、行 者 の告 自で わ け を知 る。

王 は王 妃 を行 者 に与 え るが 、 王 妃 に は行 者 を救 うよ うに 、 と密 か に命 じ る。

王 が 新 夫 婦 に 与 えた の は もと公 衆 便 所
(8)と して使 われ て い た建 物 で あ る。 王

妃 は行 者 に 中 を浄 め させ 、椅 子 や ら寝 具 を持 って こ させ る。 さん ざん こ き使

った あ とで い よい よ床 入 とな った。 王 妃 は行 者 の ひ げ をつ か ん で「 御 自分 が

出家 で あ る こ と もバ ラモ ンで あ る こ と もお 忘 れ に な らな き ゃな りませ ん が、よ

うご ざい ます か 。 」 と 自分 の顔 の 正 面 に行 者 の顔 を引 寄 せ た 。 この 時 に行 者

は我 に か え り、 再 び ヒマ ラ ヤヘ 帰 って もう降 りる こ とは なか った。

行 者 と王 妃 の取 合 わ せ が愉 快 で 、 王 妃 の 裸 身 を見 て し ま うと ころ、 床 入 の

あ た りは は らは らさせ る し、 王 妃 が貴 い はず の行 者 を き りき り舞 させ て最 後

に や り込 め る と ころ は笑 い と拍 手 喝 采 を よん だ こ とだ ろ う。

あ 211(Sattkappa J。 )は 国境 か ら帰 った王 に わ け を尋 ね られ て 、告

自 し、 自 ら恥 じて ヒマ ラ ヤヘ 帰 る こ とに な って い る。 王 宮 か ら戻 って きた行

者 が 、「 あ あ女 よ、 愛 らしい あ の手 、 あ の 足 、 あの 腰 、 あ の腿
… 」 と うめ く

場 面 、手 もつ け ない 食 事 に ま つ くろに蠅 が た か る、 とい う描 写 に迫 力 が あ る。

行 者 に「 怪 我 を した 」 と言 われ た 王 が 傷 国 の ない の を不 審 が る と、「 傷 を う

け た の は この 心 」 と答 え るあ た り もお もしろ さへ の 配 慮 が 見 られ る。

あ 431(Htt r i t a」 。 )で は王 妃 の裸 身 を見 た行 者 (Bo.)が その ま ま

王 妃 の 腕 をつ か んで「 世 の 中 の こ と」 を行 って しま う
(9)の で あ り、 そ の後 毎

日王 妃 と密 事 を続 け て都 中 の うわ さに な る。 大 臣が 王 に知 らせ て寄 こす が 王

は 信 じず 、帰 って 王 妃 に質 して なお 信 じず 、 直接 行 者 に 問 うて や っ と うわ さ

が 本 当 なの を知 る。 行 者 は深 く恥 じて ヒマ ラ ヤヘ 帰 る。 王 が行 者 を歓 待 し、

そ の 説 教 を貴 ぶ話 は数 多 い が 、 この話 は極 端 な例 で あ ろ う。 僧 た ちに よれ ば



王 侯 は この よ うに あ るべ き、 とい うこ とに な る。 B。 .の 不 品 行 過 ぎ るの も珍

し く、 王 の方 を BO.に す る方 が 説話 と して は 自然 なよ うだが、Z66や /251
が 更 に露 骨 に な った話 。 説 話 が 語 られ る時 に は 、 語 り手 の趣 味 や その 場 の雰

囲 気 に よ って この程 度 の 改作 (あ るい は改 悪 )は され て い た ろ う、 と思 え る。

/263(C■ lapalobhana J.)の 後 半 に も情 欲 を お こ して通 力 を失 う

行 者 の 話 が 出 て くる。 あ る王 子 (Bo.)が わ け あ って娘 と森 で 暮 らして い る。

王 子 の 留 守 に行 者 が 娘 の もとへ 来 る。 帰 って きた王 子 を見 て空 を飛 ん で 逃 げ

よ うとす るが汚 れ の た め に 力 を失 ってい て 海へ 落 ち る。 王 子 は行 者 を助 け、

女 犯 の 害 あ る こ とを知 って娘 を去 らせ る。

/491(MahttmOra J.)は ヒマ ラ ヤに隠 れ 住 ん だ が雌 の 鳴 き声 につ ら

れ て猟 師 に捕 え られ る金 色 の孔 雀 の 話 。

/34(Maccha」 .)/216(Maccha J。 )は 雌 の 魚 に うつ つ をぬ

か して い る間 に網 にか か る魚 の 話 で い ず れ も趣 旨 は 同 じで あ る。

3.女 が 盗 人 に恋 をす る話

先 に と りあ げ た説 話 ほ ど定 ま った型 は な い が 、 盗 賊 と女 をか らませ た話 が

幾 つ か あ る。 い ず れ も話 の テ ンポが速 く、 裏 切 り、蝙 し合 い 、情 痴 と現 代 に

も通 じ る要 素 と、古 代 の 感 覚 の 肌 理 の荒 さ を同 時 に 感 じ させ る。

女 が 盗 賊 と出 会 って 心 を惹 か れ 、 恩 の あ る もとか らの夫 (遊 女 の 場 合 に は

定 客 )を 裏 切 る、 とい うの が 共 通 の大 筋 で その さま ざまなパ リェーシ ョンと し

て 見 る こ とが で きる。

「 枕 」 で 大 師 が 言 うよ うに 、「 女 は如 何 に恩 知 らず で 信 用 な らない か 。 」

を語 るの が 説 話 の趣 旨 で あ る。 (κ 419は 筋 は 同 じな が らこの 限 りで は な
い 。 )裏 切 られ る男 の 善 良 さ、女 に対 す る思 い や りが 描 か れ た 後 で 、 対 す る

女 の冷 酷 さ、気 ま ぐれ 、 男 を欺 い て死 に追 い や る際 の言 葉 の 巧 み さな どが 対

照 的 に配 され る。

/63(Takka J.)行 者 (Bo.)が り||を 流 され て きた娘 を助 け、 助 け た

娘 に誘 惑 され て夫 婦 に な る。 村 で TakkaCOを 売 って女 を養 った が 、 あ る時 盗

賊 が村 を襲 い 、女 を連 れ 去 る。女 か らの 伝 言 で 盗 賊 の部 落 へ や って来 た行 者

は 、女 に謀 られ て盗 賊 の 頭 に 殺 され か け るが 、 い く ら殴 られ て も「 情 知 らず

の 恩 知 らず め 、 悪 どい 奸 婦 め」 と しか 言 わ ない の で 盗 賊 は 不 思 議 に思 って わ

け を聞 く。 話 を聞 い た盗 賊 は行 者 を殺 す よ うに み せ た 刀 で女 を真 二 つ に切 る。

行 者 は「 家 庭 に は もうな ん の 未 練 もない 。 」 と再 び 出家 し、盗 賊 も行 者 に従

って 山へ 入 る。

あ 193(Culla― Paduma」 .)わ け あ って 妻 と共 に森 で 暮 らす 王 子 (Bo.)
が 川 を流 され て きた両 手 両 足 耳 鼻 を 削が れ た盗 人 を助 け て 手 当す る。 妻 は夫

の 留 守 に盗 人 と関 係 し、邪 魔 に な つた王 子 を谷 へ つ き落 とす 。 王 子 は木 に ひ

っか か って助 か り、 後 に 王 とな る。 王 は盗 人 を籠 に入 れ て乞 食 をす る妻 に再

会 す る。

/318(Kanavera J.)(Sulastt J.)は ほ とん ど同 じ筋 で あ り、町



中 で 鞭 打 た れ な が ら引 立 て られ て ゆ く盗 人 の 姿 に高 楼 の 窓 か らそれ を なが め

た遊 女 が恋 をす る。 客 の命 とひ きか え に盗 人 の命 を救 うが 、 や が て盗 人 は女

を殺 して装 身 具 を奪 って逃 げ よ うと企 て る。 BO.が 盗 賊 の 役 とな る/318
で は女 を殺 そ うとす る意 志 は ぼ か され て い て女 を抱 き締 め て気 絶 させ るだ け

な の に 対 し、だ 418で は盗 賊 は悪 役 で残 忍 な気 性 が 強 調 され る点 な ど、 民
話 が ジ ャー タ カに使 わ れ る際 に どの 程 度 の 変 形 を され て い るか 、 登 場 人物 に

B。 .を あ て る場 合 に どの程 度 の 配 慮 が な され たか ヽ が 伺 わ れ て 興 味 深 い 。

/374(Cu H a― Dhanuggaha J。 )は 弓 の 名 手 (Bo.)が 師 匠 の娘 を嫁
に もらって故 郷 へ 帰 る途 中 、 山中 で盗 賊 に襲 わ れ る。 山賊 の 頭 と組 み 合 った

夫 に 刀 を くれ 、 と言 われ た妻 は 、柄 を 山賊 に 刃 を夫 の方 へ 向 け て 渡 す 。 夫 は

死 に 山賊 の 妻 とな った女 を今 度 は 山賊 が 蝙 し、装 身 具 を奪 って 逃 げ る。

/63, 318, 374な どの 盗 賊 は、「 自分 に親 切 だ った者 を裏 切 って

見 知 らぬ俺 につ く ぐ らい の 悪女 だか ら、今 度 は こ ち らの身 が 危 い 。 」 とい う

理 屈 で 女 を殺 した り、 逃 げ去 った りす る。 (/418で は盗 賊 は 悪 役 だか ら

弁 明 抜 きで あ る。 )%374で は Sakka(Bo.)が 登 場 して 、 肉 を衛 えた ジ

ャ ッカルが 池 か ら飛 び跳 ね た魚 も捕 え よ う と して結 局 ど ち ら もの が して しま

う、 とい う皮 肉 な 芝 居 を見 せ て 、夫 と情 夫 の 両方 を失 った女 をか らか う。

(教 え悟 す 、 とあ るが 嫌 味 を言 い に来 た と しか 思 え ない 。 )女 が 自分 の誤 ち

に気 付 き、「 その とお りだ 、新 しい夫 を探 して良 い妻 に な ろ う。 」 と決 意 す

る と、 Sakka は「 上 の 壺 を盗 ん だ者 は その うち真 鍮 の壺 を盗 む よ うに な る。

夫 に悪 事 をは た らい た 者 は い つ か もっ と悪 い ことをす る。 」 と言 い 捨 て て 去

る。κ 193で は「 夫 を裏 切 った」 こ とで 女 と情 夫 が厳 し く批 難 され てい る。

女 の 顔 に気 付 い た王 は 、「 こい つ は あ の女 だ 、 こい つ は あの 男 だ 。 」 と叫 び 、

この 極道 を根 棒 で た た きの めせ 、

人 妻 口説 い た根 性 腐 れ 奴 、

この売 女 は生 きた ま ま耳 鼻 削 い で くれ よ う

と女 と情 夫 を呪 うが 、 怒 りを解 い て刑 を減 じ女 の 頭 に三 度 と とれ ない よ うに

籠 を取 り付 け 中 に男 を入 れ て 国 か ら追 い 出 す 。 この あ た り もや は り王 が B。 .

で あ るた め の 配慮 で あ ろ う。

それ ぞれ の 話 に (/419は の ぞ い て )女 の気 ま ぐれ 、 色 欲 の強 さ、欺 臓

を批 難 す る もっと も らしい 頌 (gtt t h五 )が 挿 入 され てい るが 、 話 の 内容 に合

って 効 果 的 な もの は少 ない。「 命 を救 って や った もの に裏 切 られ る話 」 と し

て 全体 を ま とめて み る こ と もで きる。あ 193,318な どで は 自 らの 色 恋αD

に最 後 まで 忠 実 な女 の 姿 に哀 れ と美 が あ る よ うに む しろ思 え る。だ 318で

男 に 殺 され か け な が ら、 そ うは思 わ ず 、再 び 男 に 会 え ます よ うに と、食 事
⑫

や 上 等 の 衣 服 、 寝 台 を断 って毎 日祈 る遊 女 、 旅 芸 人 に託 す 男 へ の 恋 唄 、/
193の 両 手 両 足 の な い愛 人 を柳 の 籠 に入 れ て背 負 い 、物 乞 い して 歩 く女 の

姿 に は愛 しい もの が あ る。κ 193は 前 半 、城 を追 われ て森 へ 入 つた 七人 の

王 子 が 、 自分 た ちの 妻 を毎 日一 人 ず つ 殺 して 食 う場 面 、 弟 達 の もとを逃 げ た

最 年 長 の王 子 が 水 を欲 しが る妻 に 自分 の膝 を切 って 血 を飲 ませ る場 面 、 両 手



両足 耳 鼻 の な い罪 人 と妻 が 交 わ る場 面 、 正 邪 の 感覚 を越 えて グ ロテ ス クで あ

り、 ジ ャー タ カの 趣 旨 に お さま り され るは ず もな い 強 烈 な話 で あ る。 六 人 も

の女 が そ の夫 た ちに よ って 殺 され て喰 われ て ゆ くの を見 、 自分 もその 肉 を 喰

った女 が 狂 女 とな って夫 を憎 み 、 肉塊 に近 い罪 人 に偏 愛 を示 した 、 と解 釈 す

れ ば お もしろ くは あ るが 、天 丼 の木 目に人 の気 配 を感 じる よ うな もの だ ろ う。

/419は 女 を批 難 した もの で な く賢 明 で 力 持 ちの女 丈 夫 を む しろ賞 め て

い る。 あ る女 中 が 男 (正 体 は盗 人 )に 公 園 0で 誘 わ れ 、 その夜 皆 が寝 静 ま っ

て か ら逢 引 した が 男 が 自分 を殺 して 女 主 人 か ら頂 い た装 身 具 を奪 お うと して

い るの に 気 付 き、逆 に 丼 戸 へ つ き落 と し、 レ ン ガ を投 げ込 ん で 殺 して しま う

とい う話 が 枕 。 本 文 で は 男 に谷 へ 落 と され そ うに な った遊 女 が逆 に 男 をつ き

落 とす こ とに な つて い る。 崖 の上 で 女 は 、「 私 の 心 と体 が覚 え て い る限 りあ

ん た ほ ど愛 しい 男 は な い 、 も う一 度 だ け抱 か せ て頂 戴 、 もう三 度 と顔 も見 ら

れ な い の に 。」 と男 に近 付 く。 この ま ま男 と無 理 心 中 とい う こ とに は な らな

い の で 、 別 れ の仕 草 と見 せ て 背 を ひ っつ か み ま つ さか さまに谷 底 へ 投 げ込 む

の で あ る。 こな ごな に な った男 を 見 て 山 に す む神
041(B。 .)が女 も時 に は賢 明

で あ る、 と感 心 して 頌 を よ む。 山 を降 りた女 が 召 使 い た ちに 男 の 行 方 を尋 ね

られ て「 私 に 聞 か な い で 」 と さ ら りとか わ して 都 へ 帰 る と ころ も独 得 で あ る。

(ジ ャー タカ に は心 中 また は あ と追 い 自殺 は一 件 もな い よ うだ 。 )κ 418

と同 じ筋 書 なが ら、一 方 の 遊 女 は女 の悪 を説 くの に使 わ れ 、 一 方 は賢 明 を説

くの に使 わ れ て い るの で あ るか ら、 そ の あ た りの 臨 機 応 変 に 感 心 さ せ られ

る。

κ 419の 遊 女 は「 もし もあ の退 しい男 を救 う こ とが で きた らこん な汚 れ
た仕 事 を や め て一 緒 に暮 らそ う。 」 と考 え る し、あ 318の 遊 女 は 、偽 りで

は あ るが「 弟 は私 の 仕 事 を卑 しい 、 と蔑 ん で近 寄 り もしなか った 。 」 と客
に

向 か って 訴 え てい る。 遊 女 の 話 はだ 425(Atthlna I。 )に もみ え る。 豪

商 の 息 子 が 名 高 い 遊 女 の もとへ 毎 夜 千金 を持 って 通 いつ め て い た が 、 あ る 日

都 合 で 金 を持 参 しな か った。 あ した二 千 金 を払 うか ら、 と言 うが遊 女 は「 私

は遊 び 女 だ か ら金 な しに は遊 ば ない 。 」 と門前 払 い をす る。 女 に嫌 気 が さ し

た 男 は 出家 す る。 男 とは 親 友 の 間柄 の王 が うわ さ を知 って遊 女 を叱 りつ け 、

男 を連 れ 戻 しに行 か せ る。 男 は遊 女 の か つ て の 無 礼 を許 す が 、一 緒 に は帰 ら

な い。 もし こん な ことが お こ った ら一 緒 に都 へ 帰 ろ う、 とあ り得 ない こ とば

か りの 歌 を唄 う。 この 歌 を中 心 と した小 コメ デ ィー とで も言 うべ き話 。 遊 女

た ちが 王 侯 、豪 商 た ち を相 手 に して金 もか な りの 力 も持 ちな が ら自 らの職 業

に は 多少 の恥 を感 じて い た ことが わ か る。 それ で も ジ ャー タ カ中 で は最 も自

由 な職 業 婦 人 とい え る。

4.毒婦が聖人を陥れ る話
/120(Bandhanamokha J.)に 登 場 す る王 妃 が お そ ら く ジ ャー タカ

悪 女 伝 の 中 で も女 王 格 で あ ろ う。 王 に は他 の女 を情 欲 の 日で 見 る こ とす ら許

さず 、 一 万 六 千 人 の 後 宮 の女 との 交 渉 も断 たせ て お きなが ら自 らは六 十 四人



の 家 臣 と交 わ る。 国境 で お きた 争 乱 を鎮 め に 向 か う王 に 彼 女 は l yOjana行
軍 す る ご とに使 者 を た て て 自分 の 安 否 を問 うて くれ る よ うに頼 む。 王 が その

よ うに す る と王 妃 は この使 者 の 一 人 一 人 と交 わ りその数 は行 き帰 り 6 4 yo―

jana 6 4人 に達 した。 プ ロ ヒタ (Bo.)は 都 へ 残 ってい た が 王 妃 に誘 わ れ
て も自分 は バ ラモ ンで あ る こと、 人 妻 と交 わ るの は道 に はず れ てい る ことを

説 い て拒 む。 王 妃 は プ ロ ヒタが 自分 を汚 した 、 と証 告 す るが 失 敗 し、今 まで

の 不 倫 も暴 か れ る。 王 は激 怒 す るが BO.が「 六 十 四人 の 兵 隊 た ちは 、王 妃 に

強 制 され て罪 をお か した の だ か ら許 され るべ きで あ る。 女 の 色 欲 は もと もと

果 て しが ない もの で女 は 自分 で もど う しよ う もない の だ か ら王 妃 も許 され る

べ きで あ る。 」 と説 得 して 、王 妃 は命 拾 い す る。

あ 472(Mahttpaduma J.)
枕 、 Gotamaの 人 気 を や っか ん だ異 教 徒 (titthi)達 が 美 女 に 頼 ん で 、
GOtamaを お と し人 れ よ うとす る。 GOtamaが 女 と夜 を過 した 、 とい う うわ
さ を流 し、八 、九 ケ月 た つ とお な か に 木 切 れ を入 れ 牛 の あ ご骨 で 手 足 を打 っ

て む くん だ よ うに見 せ 、 GOtamaが 説 教 を して い る場 所 へ 行 って恨 み 言 を言
う。 Sakkaは 四人 の 神 を鼠 に変 え て木 切 れ を縛 って い る紐 を喰 い ち ぎ らせ る

と木 切 れ は女 の 足 元 に 落 ち る。 その 時 大 地 が 割 れ て 地 獄 の 火 が 女 を 飲 み 込

む 。

本 、 王 子 に と って は 継 母 に あ た る王 妃 が 王 の 留 守αうに王 子 に情 事 をせ ま る。

王 子 に拒 まれ た王 妃 は体 に爪 あ とを作 り服 を汚 して王 子 が 自分 を汚 そ うと し

た 、 と帰 って きた王 に訴 え る。 王 は王 子 を盗 人 の谷 ⑮ へ 落 とす 。 王 子 は 山 の

精 に救 われ て の ちに行 者 とな る。 王 は 王 子 に再 会 し、 自分 の 誤 ちに気 付 き王

子 に帰 って くれ る よ うに頼 むが 王 子 は 山 を降 りない 。 王 は都 へ 帰 って 王 妃 を

盗 人 の 谷 へ 落 とす 。

この 話 は枕 、本 生 諄 と もに女 に対 す る処 罰 が厳 し く ジ ャー タ カ中 で は例 外

的 と もい え る。

王 子 は王 の留 守 の 間 王 妃 の 世 話 を言 い つ か って始 め て王 妃 の 局 に入 つて 王

妃 と顔 を合 わせ る。 この よ うに王 妃 の 局 に は滅 多 な こ とで は人 が 入 らず 、王

妃 が 人 と会 うこ と も非 常 に少 な か った と思 わ れ る。 /120の 王 妃 が 直 接 自

分 の もとへ 使 い を よ こしてく れ る よ うに頼 むの もその よ うな事 情 の た め で あ

ろ う。 %477な どで 行 者 が王 妃 の もとへ 食 事 に来 る こ と も聖 者 と して の特

別 待 遇 で あ る。 Z531(Kusa」 .)で は王 の 世嗣 が生 まれ ない た め 、王 妃

を「 一 般 公 開 」
0す る、 とい う こ とが お こな われ てい る。 よ く状 況 が わ か ら

ない が 我 と思 わ ん もの は 王 妃 を家へ 連 れ 込 ん で もよい らしい 。 着飾 った 男 た

ちが 大 勢 集 ま るが 、 み す ぼ ら しい行 者 姿の 老 人 が 王 妃 の 手 を引 い て あ ば ら屋

へ 連 れ て ゆ き、 粗 末 な寝 台 に寝 か せ て気 を失 わ せ る。 実 は この 老 人 が Sakka

で あ りめ で た く二 人 の 兄 弟 を授 か る こ とに な る。 この 話 の よ うな例 外 (実 際

に あ った こ とか ど うか は わか らな い が )を 除 い て 王 妃 は公 式 の 行 事 の 際 も王

に従 って 人 々の 前 に 姿 をあ らわ す こ とは な か った よ うだ 。

女 の 恨 み に つ い て はκ 527(UIIIIma d a n t i」 .)に も語 られ る。 あ る豪 商



に美 しい娘 が あ り、 王 は パ ラモ ンをつ か わ して 王 妃 に ふ さわ し
い 相 を そ な え

て い るか ど うか を見 させ るが 、娘 の美 し さに魅 せ られ た
バ ラモ ンた ちは王 に

は ふ さわ し くない 、 と うそ を告 げ る。 そ の た め娘 は将 軍 (Senapati)の 妻

とな るが 、王 が 自分 を拒 ん だ こ とを深 く恨 み 、 わ ざ と王 の前 に姿 を現 わ す 。

王 は彼 女 の美 の 囚 とな って我 を忘 れ て か き口説 くが将 軍 (Bo.)に 悟 され て

恋 心 を捨 て る。

5。 人 妻 が 浮 気 をす る話

κ 64(Durttjltaka)は 妻 の 心 の うちが わ か りか ね て悩 む優 婆 塞 の 話 。

そ の 男 の 妻 は あ る時 は 奴 隷 の よ うに従 順 、 あ る時 は女 主 人 の よ うに居 丈 高 で 、

た ま りか ね た 男 が 大 師 に訴 え る。 大 師 は昔 話 を語 って「 女 は不 貞 をは た ら
い

た 日は媚 びへ つ らい 、 しな か つた 日は傲 慢 で あ る。 不 貞 、 ふ しだ ら、 そ
の 本

性 は わ か り難 く、 よ うす るに 気 にか け な けれ ば よい 。惚 れ られ
た とて喜 ぶ 勿

か れ 、 嫌 わ れ た とて 嘆 く勿 か れ 。 」 と説 く。

/65(Anabhirata J.)は や は り妻 の 不 貞 に悩 む優 婆 塞 に 大 師 が 、

「 川 、 道 、 居 酒 屋 、公 会 堂 、 井戸 と同 じ く女 も又 万 人
の もの 、 知 恵 あ る もの

は その 操 の もろ さを気 に か け ない 。」 と説 く o

だ 64, 65に は浮 気 の 具 体 的 な話 は ない が 、 以 下 浮 気 とそ の露 呈 の さま

ざま な例 で あ る。

κ 145,198(共 に Rttdha J.)は あ るバ ラモ ンが 自分 の 留 守 の 間 、

可 愛 が って い る斃 鵡 (Bo.)に 妻 を見 張 らせ て 妻 の 不 貞 を知 る話 、/198で

は奥 さん に注 意 を した弟 鶏 鵡 は竃 で焼 き鳥 に され て しま う。

だ 199(Gahapati」 .)は 間男 の最 中 に夫 (Bo.)が 帰 る。 女 は 機転

を きか せ て 、男 に 肉 の 代 を取 りた て に 来 た ふ り を さ せ る が 、 夫 は うそ を見

破 る。 間 男 は村 の長 (Gttmabho jaka)で あ る こ と、雨 期 の 間 に穀 物 を食 べ

尽 くして し ま つた村 人 た ちが「 穀 物 を取 入 れ た ら返 す 」 とい う約 束 で
この村

の長 か ら雄 牛 を借 り、 皆 で食 べ るな ど農 村 の 様 が 窺 れ て 興 味 深
い 。

/212(Ucchitthabhatta」 .)情 夫 に飯 ⑬ を食 べ させ て い る と夫 が

帰 って きた 。 あ わ て て 情 夫 を納 屋 へ 隠 し、 そ の食
べ 残 しの上 に又 盛 りつ けて

夫 に 出 す 。 指 を入 れ た 夫 は飯 の上 は熱 く、下 は冷 え て い るの に気 付
い て 間 男

を見 破 る。こ9

/199,212と も夫 の 帰 宅 で 間 男 た ちが ふ る え 出 す の に ひ きか え、 お

か み さん た ちの 落 ち着 きぶ りは見 事 で あ る。話 の運 び に無 理 が な くした たか

な お か み さん た ちの 動 きを生 き生 き と伝 えて い て傑 作 と思 う。

/402(Sattubhasta J.)貧 しい 老 バ ラモ ンの 妻 とな った娘 が 若 い

バ ラ モ ン と関 係 し、 老 バ ラモ ンに「 召使 い が 入 用 だ か ら喜 捨 を集 め て その た

め の金 を作 って きて下 さい 」 と旅 に追 い や る。 千 金 を集 め た 老
バ ラモ ンが 、

有 名 な大 臣
② (Bo.)の 説 教 を聞 きに行 って その 知 恵 を借 りて 妻 の 不 貞 を知

り、 そ の 情 夫 が 誰 か も見 抜 く話 。 挿 入 され た頌 に は「 世 の 中 に
い く らあ つて

も飽 き足 らない もの が 十 六 あ る。 海 は河 が 、火 は燃 え る もの が 、 王 は 国
が 、



愚 者 は罪 が い く らあ って も… … 足 りな い 、……・女 は 肉 の 交 わ り、 着 飾 る こ と、

子 供 を生 む こ とをい く らして もまだ欲 しが る。 」 とあ る。

浮 気 が ばれ た時 の女 に対 す る罰 は そ れ ほ どひ どい もの で は ない 。 情 夫 は た

た きの め して 家 か ら追 い 出 し、妻 は髪 をつ か ん で 殴 りつ け「 三 度 とい た し ま

せ ん。 」 と誓 わ せ る。 (/199,212)/64,65で は妻 が 自 ら反

省 して 以 後 浮 気 は止 ん だ 、 と しか 書 か れ て い な い。 /402で は「 新 しい 嫁

を も ら うか 。 」 と大 臣 に たず ね られ た 老 バ ラ モ ンは「 もとの 妻 が 良 い 。 」 と

答 え た の で よ く戒 め て 妻 を返 して や る こ とに な ぅてい る。 (情 夫 の 方 は 国 か

ら追 い 出 して い る。 )②

い ず れ も妻 の 浮 気 を見破 って ゆ く点 に謎 解 きの お もしろ さ を もた せ た話 で 、

「 枕 」 で示 され た 趣 旨 通 りの女 性 批 判 とは な って い ない 。あ 402で は娘 は
親 の 使 い込 ん だ金 の代 わ りに老 バ ラモ ンに与 え られ て妻 とな るの で 浮 気 も無

理 ない と ころ と思 え る。 女 房 た ちの 言 い分 や気 持 ちは どの 話 に も一 切 語 られ

な い の で あ るが 。

妻 に 裏 切 られ た 男 は ど うす るか 。 次 の 二 話 が 印象 的 で あ る。

%481(Takkttri ya」 .)は 妻 の 浮 気 を知 って な ん とか 相手 を殺 そ うと

主 門 の 人 身 御 供 に す る こ とを謀 るが 逆 に 自分 が 死 に そ うな 目に会 うプ ロ ヒタ

の話 。

Z401(Dasannaka」 .)で は プ ロ ヒタの 息 子 が 王 妃 に 恋 患 い をす る。
心 配 して尋 ね た王 は わ け を知 る と七 日間 王 妃 を貸 して や る こ とに す るが 、 王

妃 と若 者 は意 気 投 合 して その ま ま異 国へ 逃 げ て し ま う。 王 妃 を借 りalさ れ た

王 は 、 傷 心 の あ ま り床 に つ く。 そ こで 家 臣 (Bo.)が 喜 捨 の 貴 さ を説 い て そ
の 心 を慰 め る。

女 の 邪 悪 を語 る とい う趣 旨 で は あ るが 、 話 の重 点 は お人 好 しの 王 様 の 純 粋

さに あ ろ う。 大 臣 の 図 らい で 芸 人 が 剣 を飲 む と ころ を見物 した王 は感 心 して

「 これ よ りむず か しい こ とが あ ろ うか 。 」 と問 う。 大 臣が「 人 に何 か を与 え

よ うと言 うこ と。 」 と答 え、王 は「 自分 は むず か しい こ とが や れ た の だ」 と

思 い 少 し心 が 晴 れ る。 次 に それ よ りむ ず か しい の は 、 と尋 ね る と「 こ とば だ

け で な く実 際 に惜 し まず 与 え る こ と」 と別 の 大 臣 が 言 うの で また少 し心 が 晴

れ る。 それ よ りむず か しい の は 、 と尋 ね る と B。 .が「 与 えた 後 で 後 悔 せ ぬ こ

と。 」 と言 う。 王 は深 く反 省 す る。

説 話 と して人 を教 え悟 す 効 果 につ い て は疑 間 の 多 い ジ ャー タ カの 中 で 、 こ

の 話 ばか りは美 し く思 えた 。

6.娘 の操 を試 す 話

だ 102(Pannika J.)青 物 商 を して い る優 婆 塞 の 娘 に 縁 談 が あ った 。

父 親 は「 うちの 娘 は い つ も うれ しげ に笑 って い る。 (恋 人 が あ るの か もしれ

な い )ふ しだ らな娘 を よそ様へ 差 し上 げ た の で は親 が 後 指 を さ され る。 」 と

思 い 、娘 を試 す こ とに す る。 草 を摘 み に森 へ 連 れ て行 き、 突 然 手 を握 って 耳

許 に さ さや く。 娘 は わ っと泣 き出 し、 や め て くれ る よ うに言 った の で父 親 は



娘 が浄 らか な身 で あ る こ とを知 って安 心 し、嫁 にや った 。 この話 を聞 い た 大

師 が 昔 も同 じ こ とが あ って木 の精 (Bo.)が それ を見 た 、 と語 る。

Z217(Seggu」 .)も 同様 の話 で あ る。 (挿 入 され る頌 が 少 し異 な る

だ け )

この話 を真 に受 けれ ば、生 娘 で ない 女 は 口説 か れ れ ば実 の父 親 とで も交 わ

る 、 と見 て い る こ とに な る。 ジ ャー タカの 女 の 色欲 に 対 す る見解 か らは そ う

で あ って 不 思 議 で は な い 。

ど うして も異 様 な もの を感 じ させ る話 で あ るが 、 近 親 相姦 へ の興 味 を逆 手

に と って人 の心 を くす ぐる話 と見 た方 が よい の か もしれ な い 。

「 苦 しい こ とか ら守 つて くれ る はず の父 さん が 森 で あ た しを蝙 し ます 。 こん

な に深 い森 の 中 どな た を呼 ん で 泣 きま し ょか 。 頼 りに して い た父 さん が 急

に乱 暴 す るの だ もの 」

如 何 に 道 を はず れ た こ とで あ るか 、水 か ら火 を欲 しが る よ うな もの だ と説

く と ころ は 、 /472の 王 子 が 継 母 を拒 絶 す る場 面 に似 て い る。

7.十 六娘の垣 は出来ぬ、 とい う話

女の操 は ど うして も守れ ない、 とい う話 が二話あ る。

%62(Andabhita」 .)王 (Bo.)と プロ ヒタは よ くさい ころ遊 びを
したが、王が この さい ころ唄 を歌 って さい を投 げると勝 負 はいつ も王 の もの

だ った。

川 は み ん な曲 が って流 れ

森 は み ん な木 か ら成 る

女 は み ん な す き さ えあれ ば

人 目盗 ん で 、 みそ か ご と

この ま まで は 家 が 傾 い て し ま う、 と案 じた プ ロ ヒタは この 唄 の例 外 を作 る

こ と を考 え る。「 一 度 で も他 の 男 を 目に した こ との あ る女 を守 る こ とは で き

な い」 の で 、貧 しい妊 婦 を呼 び入 れ て 面 倒 を見 て や り、 生 まれ た女 の子 を女

手 だ けで 育 て させ 、 年 頃 に な る と我 物 と した 。
②ゆ 王 が あ の 唄 を歌 った時 に 、

「 うちの あ の 子 の ほ か は。 」 とつ け加 え る と今 度 は 三 に 勝 つ こ とが で きた 。

王 は 「 プロヒタの家 には一人の男だけを守 る女がい るのだ ろ う。」
のと臣下

の若者 にその操 を破 るよ うに命 じる。 プロ ヒタの家 は七階建で七つの楼門が

あ り、男 は プロ ヒタ以外絶対 に中に入れ ない。若者 は この家の小間使いに生

き別れ にな っていた息子 だ と名乗 って近 づ く。 その うちに恋患い を装 って女

主人に会 わせて くれ るよ うに頼 み、花籠 に隠れ て中へ入れて もらう。若者 は

首 尾よ く娘 の操 を奪 い、娘 も若者 と楽 しむ
②。王は又 さい ころ遊 びに勝 ち、

娘 の不貞 を告 げ る。 プロヒタに間われた娘 は「 御主人様以外の男には指一本

触 れ られた ことがない。」 と言 い張 り、「 信 じて もらえないな ら Saccaki―

riy=の を して身の明か しをたて よ う。」 と言 う。火の中へ飛 び込 む寸前 に

打合せ通 り、若者が人 だか りか ら飛 び出 して来て娘の腕 をつかむ。娘 は「 も

うこれで火の中へ入 ることはで きな くな った。」 と言 うが プロヒタはまだ 自
―
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分 を蝙 そ うとす るの か 、 と怒 って縁 を切 る。「 や は り女 は不 貞 な もの 、 どん

な大 罪 をお か して も知 らぬ 、存 ぜ ぬ と堂 々 と誓 い を た て る。 二 心 ど ころか い

くつ の 心 を持 つ の だ か 知 れ ない。 一 人 の 男 を守 る女 な ぞい る はず が ない 。 」

と説 く。 徹 底 した女 性 不 信 で あ り、 そ れ は この よ うな頌 に も表 れ てい る。

泥 棒 女 の ず る さに は何 の誠 も頼 み もな らぬ

つ か も とす れ ば魚 の よ うに

ひ ら りひ ら りと身 をか わ す

うそが ま ことで ま こ とが うそ よ

草 を ほ うば る牛ヒ牛 の よ うに

い く ら喰 って もまだ か わ く

砂 の城 よ りす ぐ くず れ

冷 た い こ とは蛇 の よ う

男 をだ ます 甘 回 は

あ の手 もこの 手 も皆 承 知

しか し、 プ ロ ヒタの 自己 本位 の 犠 牲 に な ってい る娘 が 主人を裏切 ったところ

で 特 に悪 い と もい えず 、 話 全 体 の 印象 は単 な る喜 劇 とい うと ころ。BO.も この

話 で は高 徳 の士 で は な い 。 (ジ ャー タ カ中 で は Bo.は 高 徳 とい うよ りは そ の

賢 明 さ、論 理 の巧 み さ、 で 讃 え られ る よ うだ が 。 )

だ 262(Mudu― Ptt■ iJ.)あ る王 (Bo.)は 自分 の あ と を王 女 と甥 に
嗣 が せ るつ も りで あ った が その うちに気 が 変 わ って 二 人 を引 離 し、 自 ら王 女

を 見 張 る よ うに な る。 甥 と王 女 は 、 予L母 を通 じて示 し合 わせ 、 あ る雨 の夜 、

娘 が 窓 の外 で (バ ル コニ ーの よ うに な って い るの で あ ろ う )水 浴 をす る間 に 、
二 人 で 逃 げ 出す 。 父 王 は娘 の腕 をつ か ん で い たつ も りが 、 い つ の 間 に か娘 は

小 姓 に す りか わ って い るの に気 付 き「 女 は す ぐそ ば に置 い て手 を握 ってい て

も守 り切 れ ぬ 」 と悟 って 甥 と王 女 を呼 び もど し、結 婚 させ て 国 を与 え る。

「 枕 」 に よれ ば「 女 は守 りされ ぬ もの だ か ら恋 い 慕 って み た と こ ろで 空 し

い 。 」 とい う趣 旨 だ が 、 この話 で無 茶 な の は む しろ父 王 Bo.で あ る。 若 い 恋

人 達 の 頭 の良 さと勇 気 が 讃 え られ るはず の と ころだ ろ う。

8.夫 を助 け る貞 女 の 話

夫 を助 け、 夫 だ け を守 る殊 勝 な妻 た ちの話 も少 ない なが ら幾 つ か あ る。

κ 194(Manicora J.)牛 車 で 妻 の 里 へ 向 か う若 夫 婦 が あ った。 その

妻 は天 女 の 如 く花 つ た の 如 く (pupphalat二 )戯 れ る キ ンナ ラ女 の 如 く美 し
くの 、夫 婦 は一 つ 心 に 楽 し く暮 らして い た② の で あ った。 王 が この 若 妻 を見

染 め 、 な ん とか我 物 に し よ うと王 冠 を牛 車 に投 げ こませ て盗 人 と して捕 え さ

せ る。 夫 の首 が 落 ち よ うとす る時 、妻 は泣 きな が ら「 こ こに は悪 人 の 手 を止

め る神 が い ない の か 。 」 と叫 ぶ 。 Sakka が現 れ て王 と男 の 位 置 を入 れ 替 え、
落 ちた の は王 の首 で あ った。 この 男 が か わ って 王 とな り人 々は正 義 の 王 の 現

れ た こ とを喜 ぶ 0。

%5 1 9( Sambula J.) 願 病 に か か った 王子 が世 を捨 て て森 へ 行 く決



心 をす る。 そ の 妻 は夫 に止 め られ なが ら も付 添 い森 で こま や か な看病 を続 け

る。 あ る 日妻 は水 浴 して い て夜 叉 に恋 を され 、 従 うか さ もな くば喰 って し ま

うと脅 され る。 そ の時 Sakka が 現 れ て妻 を救 う。 い つ もよ り遅 く庵 に帰 っ

た妻 は夫 に わ け を話 す が夫 は信 じない 。 妻 は Saccakiriyこ を して夫 に水 を

ふ りか け 、 もし私 の 言 葉 に うそが ない な ら夫 の病 を 直 した ま え、 と言 う。 果

た して夫 の願 は錆 が 酸 に洗 わ れ た よ うに きれ い に 直 る。 二 人 は王 宮へ 戻 って

王 位 につ くが今 だ に夫 は妻 の 貞 操 を疑 って い る。 王 妃 を無 視 して他 の 女 た ち

と遊 び果 け るの で 王 妃 は嫉 妬 に駆 られ て痩 せ 細 る。 出家 者 とな った先 王 (BOヽ

が 王 妃 を哀 れ み 王 を悟 す 。 王 は 自分 の非 を知 って 王 妃 に詫 び る。

Rtt mtt y a■ a に共 通 す る要 素 を もつ 説 話 。 た だ一 度 の 疑 い の た め に以 後 伺

年 も妻 を無 視 して他 の女 と交 渉 を もつ 夫 、人 一 倍夫 に尽 く して きなが ら夫 に

か え りみ られ ず じ っ と忍 ぶ妻 の 図 は 、女 の 立 場 の弱 さ、 妻 の 貞 操 に対 す る厳

し さを は っ き り感 じ させ る。 浮 気 な お か み さん た ちの した たか さ、 お お らか

さ、 い い か げ ん さが こ こに は ない 。

しか し浮 気 妻 に対 して は その 心理 が ま った く述 べ られ な か った。 た だ の 尻

軽 女 と してしか扱われていなか ったのに比べて、 こ こに 登 場 す る貞 女 は人 間 と し

て の心 の 苦 しみ を先 王 に向 か って打 明 け る。

・ 蓮 華 の 美 女 に心 うば われ

自鳥 の 美 声 に 聞 き惚 れ る

女 の甘 さに酔 い 痴 れ て

も う私 に は 別 の 人 の よ う

・ 金 色 の 裳 裾 ひ き しなつ くる手 3S女

地 に舞 降 りた天 女 と ま ご うば か り

あ の方 の 床 に 眠 る美 しい その 体

心 まで 奪 い去 る姫 君 達

・ もし も願 い が か な うな ら

昔 の ま まに森 に く らそ う

あ の方 の た め草 を摘 む楽 し さ

また私 だ け を慕 って 下 さろ うに

・ 贅 を尽 くした美 味 の かず か ず

光 る絹 も何 に な ろ う

可 愛 く思 わ ぬ妻 な らば

首 つ る縄 だ け あ れ ば よい

その 日暮 しの 賤 の女 も

愛 しが られ りゃ 幸 わ せ もの よ

何 不 自由 ない この 身 よ り

どん な に よか ろ う思 わ れ る身 は

夫 の妻 に対 す る冷 淡 も今 まで 信 頼 して きた もの に 裏 切 られ た と思 う苦 しみ

の 表 れ 、 と も読 め る。 夫 は Saccakiriylに よ って も疑 い を解 か ず 王 宮 の 豪



勢 な暮 しの 中 で も二 人 の 心 は晴 れ な い。 善 人 同志 で あ りな が ら心 を伝 え る こ

とが で きず に苦 しむ。 (腐 欲 を離 れ ぬ限 りは善 人 も苦 しみ を免 れ ない 、 とい

う ジ ャー タ カ本 来 の 趣 旨通 りで はあ る。 )先 王 の 悟 しに あ ま り説 得 力 が な く

ど う して夫 が 心 を改 め るか 、 が わか らない 難 は あ るが 、 自黒 の は っ き りした

勧 善 懲 悪
② で な い 点 で 近 代 に通 じ る要 素 を持 ってい るの で は な い か 。

しか し、「 夫 の 所 有 物 」 で は あ って も心 の 内 で は夫 を馬 鹿 に して堂 々 と裏

切 って ゆ く悪 女 た ち と並 べ る と この 貞 女 の 姿 は よ り男性 本 位 の 発 想 の 産 物 で

あ る。 ジ ャー タ カ中「 サテイー」 の 記 述 は な い よ うだ が 、「 サ テ ィー」 に
つ な

が る もの で もあ ろ う。

/267(Kak k a ttt」 。)に は象 の 貞 女 が 登 場 す る。 象 の 王 子 が 大 ガニ に

足 をは さまれ る。 仲 間 の 象 は皆 逃 げて し まい 、妻 で あ る雌 象 も逃 げか け るが 、

夫 に「 見 捨 て ない で くれ 」 と叫 ばれ る とす ぐ引 き返 す 。「 決 して 見捨 て た り

し ませ ん。 ず っ とい つ ま で も私 は あ な たの 妻 で す 。 世 界 中 で 愛 しい の は唯 一

人 あ な た だ け。 」 と励 ま し、夫 を大 ガ ニか ら救 う。

9.夫 婦 であ りな が ら夫 婦 で ない 話

い か に理 想 的 な夫 婦 で も性 的 関 係 を持 つ 限 りは 肉欲 に と らわ れ て罪 を生 む。

男 女 の結 び つ きの理 想 を求 め て ゆ くと男女 を超 えた 関 係 に ゆ きつ く、 とい う

の が ジ ャー タ カ全 体 の 一 つ の 結 論 らし く思 わ れ る。

′63 2 8( Ananusociya J。 )

枕  妻 を な くした悲 しみ に 食 事 もしな くな り、畑 も放 った らか しに して墓

地 を さま よ うばか りに な って し ま つた 優 婆 塞 が あ った。 その 男 を悟 す た め に

大 師 は音 を語 った。

本  裕 福 な バ ラモ ンに一 人 息 子 (Bo。 )が あ り、 両親 は嫁 を もらって家 を

継 い で くれ る よ うに勧 め る。 息 子 は「 家 な どい らな い 。 父 上 母 上 が 亡 くな っ

た あ とは 出家 す るつ も りだ か ら嫁 はい らない
① 。 」 と拒 むが 何 度 も頼 まれ て

金 で美 しい娘 の 像 を作 って両 親 に 示 し、 こん な娘 が い た ら嫁 に もらつて もよ

い 、 と言 う。 両親 は金 の 像 を車 につ み 、人 を乗 り込 ませ て 国中 を探 させ る。

あ る村 で サ ン ミラバ ー シニ ー とい う金の 像 そ っ く りの 美 しい娘 をみ つ け る。

娘 は「 尼 に な るつ も りだ か ら」 と断 わ るが 両 親 は と り合 わず 、 像 と交 換 に娘

を嫁 に や る。 二 人 の 意 志 に反 して結 婚 式 は行 な われ 、 二 人 は 同 じ部 屋 同 じ床

に体 む こ とに な るが 、 互 い を情 欲 の 日で 見 る ことす らな く、二 人 の比 丘 、二

人 の比 丘尼 の よ うに浄 らか に暮 らす 。 その うちに親 た ちが 死 ん で Bo.は 出家

を決 意 し、妻 に財 産 を託 そ うとす るが 、妻 は夫 と と もに 出家 す る こ と を願 う。

二 人 は家 財 をすべ て 喜 捨 して ヒマ ラ ヤに入 る。 あ る時 、塩 と酢 を求 め て 山 を

降 り、 ベ ナ レスヘ 来 て 王 宮 の 御 苑
。りに寝 泊 ま りした。 サ ン ミラバ ー シニ ー は

こ こにい る間 に悪 い 飯 を食 べ て赤 痢 になる。B。 .は 女 を お堂 に寝 か せ て托 鉢 に

行 き、帰 つて来 て み る と、 も う冷 た くな って い た。 死 顔 が まだ若 く美 しい の

で 人 だ か りが で きて皆 が 泣 い て い る。 BO.は 女 を寝 か せ た 同 じ台 に腰 をか け

て 平 気 で 飯 を食 い だ した 0ま わ りを と りか こん で い る連 中 に 、「 この比 丘 尼



は知 り合 い か 」 と尋 ね られ て 、「 昔 俺 の 女 房 だ った女 だ 」 と答 え る。 人 々が

「 他 人 で も泣 か ず に おれ ない の に なぜ 泣 き も嘆 き もな さ らん 」 と不 審
が る と

「 なぜ 嘆 く こ とが あ る
物 」 と この よ うな歌 を よ む。

こ こ を離 れ て賑 や か な所 へ 行 った の に

な あ サ ン ミラバ ー シニ ー よ、 ど うして嘆 こ う

手 元 か ら消 え落 ち る もの を悼 む な ら

まず 己 を嘆 くが よい

た だ死 神 に ひか れ て歩 く もの を

立 って い て もす わ って い て も

旅 に あ って も眠 って い て も

ま ば た くひ ま に ゆ け る と ころ

別れ ば か りは確 か な こ と

哀 れ むべ きは今 こ こに あ る もの

逝 った もの を嘆 くまい

人 々は比 丘 尼 の 葬 式 を し、 Bo.は ヒマ ラヤヘ 帰 った 。

′64 4 3( Culla― Bodhi J。 )
枕  気 性 が 激 し く怒 りっぱ い比 丘 が い て 自分 の性 格 を嘆 い て い た。 大 師 は

怒 りを鎮 め る こ との 大 切 さを説 く。

本  金 の 像 を作 る話 は ない が Z328と 同 じよ うに して夫 婦 は行 者 とな る。

王 宮 の庭 園 で 王 は比 丘 尼 を見 染 め 、無 理 に宮 殿 へ 連 れ 去 る。 比丘 尼 は泣 き叫

ぶ が 、行 者 は ち ら りと一 度 見 た き り も う目 もくれ な い 。 比 丘 尼 は宮 殿へ 連 れ

てゆ か れ て 丁重 に もて な され 、 口説 か れ て も行 の大 切 さ を語 るばか りで 一 向

に王 の 意 の ま まに な らな い 。 先 刻 の行 者 の平 静 さが 気 に か か った王 は 再 び庭

園へ 引返 す 。行 者 は「 愛 欲 や怒 りな どの 感 情 が 如何 に害 あ る もの か 。 」 を王

に教 え る。

κ 458(Udaya J.)
枕  恋患 に悩 む比丘 を大 師 が教 え悟 す 。
本  Bo.は 王 子 に生 まれ る。 金 の像 と妻 が 登 場 す る と ころ はあ 328の 通
りで あ る。 王 と王 妃 に な った二 人 は ど ち らが先 に死 ん で も生 まれ 変 わ った所

か ら又 会 い に来 る こ と を約 束 して い た 。 Bo.は 死 ん で Sakka に生 まれ 変 わ

り。0、 あ る晩王妃の寝室 に現 れて夜叉 と名乗 って口説 い た り、金貨の入 つた

壺 で誘惑す るが王妃 は「 私の夫 は今 は亡 き王 だけ」 と うけつけない。 こ うし

て主妃 を試 したあ と Bo.は 自 らの正体 を明か し王宮 を去 る。

男性側 の超俗 ぶ りが話 の中心であ るが 、女の方 は ど うで あろ うか。あ 328
では、「 出家 な さるな らお伴 させ て下 さい。あ なたの そばを離れ ることはで

きません。」 と夫 に頼 む。あ 443で は王 に連 れて ゆかれ る時に泣 き叫 んで

抵抗 してい る。あ 458で は正体 を明か されて、「 あなたな しでは生 きて け
ない、 ここで私に説教 をして下 さい。又一緒 に暮 らして下 さい。 Jと すが っ

て B。 .に 悟 され てい る。

男 の 方 の 執 着 の な さ を際 立 たせ るた め に この よ うに書 か れ るの で あ ろ うし、
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女 は どれ ほ ど身 を浄 らか に保 って もや は り完 全 に執 着 を断 つ こ とが で きな い 、

とい う見 方 を示 して もい る。

しか し、夫 を慕 い ど こまで も寄 添 お うとす る妻 の 心 の 切 な さが 比 丘 の 男 心 を

くす ぐ り、比丘 尼 の共 感 を よん だ こ とは確 か で あ ろ う。「 本 人 た ちの 意 志 に は

反 して 」 理 想 の美 男 美 女 が 出会 い 互 い を敬 って浄 らか に暮 らす 、 とい うの は 、

「 俗 」 を 多分 に残 した 人 間 なれ ば こそ思 い 描 く夢 と思 えて お もしろい 。

特 に /458で 男女 と しての 関 係 は持 た ない ま ま、死 後 の 再 会 まで 約 束 す る

と ころ は初 心 な 恋 人 同志 の 誓 い の よ うで 微 笑 ま し く、 王 妃 が 死 ん で Bo.の 侍 女

と して天 に生 まれ る結 末 も、 肉 欲 をは なれ た と ころで の人 の つ なが り、縁 を切

に求 め る気 持 ちが よ くで て い る。

金 の 像 の 話 はあ 531(Kusa J.) に もみ え る。 自 らの 醜 さ を恥 じて結 婚

を拒 む王 子 が金 の像 を作 る。 像 に う り二 つ の 王 女 が み つ か り、二 人 は結 婚 して

王 位 に つ く。 子 供 が 生 まれ る まで は互 い の 顔 を見 て は な らな い 約 束 なの だ が 、

あ る 日王 妃 は偶 然 王 の 顔 を見 て し まい 、 王 を嫌 って 自分 の 国へ 帰 って し ま う。

あ と を追 った王 が 王 妃 の 危 機 を救 って 再 び結 ばれ る。

10.女 を思 って地 獄 へ 落 ち る話

′

`1 4 7( Puppharatta J.)枕  昔 連 添 った妻 が 忘 れ られず 、 あ の 女 な しで は生 きて い られ ない、 と訴 え
た比 丘 に大 師 が「 お ま え は前 世 で その女 の た め に首 を斬 られ 、女 を思 い なが ら

死 ん だ た め に地 獄 に生 まれ 変 わ って苦 しん だ。 それ な の に ど うして今 更 あ ん な

女 が 恋 しい の か 。 」 と音 を語 った。

本  カ ッテ ィカー の 夜 祭 り0で 町 は天 上 の 町 の よ うに賑 わ った 。 貧 しい 男 の

妻 が「 家 に あ る布 を クス ンバ で 染 めて 晴 着 を こ し らえた い 」 と言 い 張 り、 王 宮

の倉 か らク ス ンバ を盗 ん で くる よ うに 男 に 言 う。 男 は女 の た め に そ うす るが 、

失 敗 して死 刑 に な る。ω「 串 刺 しに され よ うと鳥 に突 つ か れ よ うと こた え や し

な い 、環 に花 染 め のべ べ を着 せ て祭 りへ 連 れ て い って や れ ない の だ け が 未 練 だ。」

と女 の こ とを嘆 きな が ら死 ん だ の で地 獄 へ 生 まれ変 わ る話 。

κ 297(KIma― Vi lttpu」 .)同 じ話 だが 男 は殺 され る前 に鳥 に 向 か って

歌 を うた う。

・ 空 ゆ くと り よ つ た えて お くれ
きれ い な足 した可 愛 い やつ が

一 人 で 淋 し く待 って るはず だ

・ こん な こ と とは知 らな いで

不 実 を恨 ん で 泣 くだ ろ う

その こ とだ けが 気 に か か る

・ 鎧 と金 貨 は枕 元 、 カー シー 絹 もそ こに あ る

俺 の お 宝 引取 って ど うか達 者 で や っ と くれ

′

`34(Ⅳ
laccha J.) ノに 216(Maccha J.)



本  あ る魚 が女 魚 と戯 れ て い て網 に捕 え られ た。 魚 は焼 魚 に され か けて も

女 の こ とを気 に して い る。

陸 に上 が って寒 くて も、炭 火 で 焼 か れ て 熱 くて も、嘆 い た りな ぞす る もの

か 。

た った一 つ の 気 が か りは 、僕 が 浮 気 を した ん だ と、 あ の女 魚 が 嘆 くこ と。

動 物 の言 葉 が わ か る プ ロ ヒタ (Bo。 )が この歌 を聞 きつ け て「 この 魚 は愛
欲 に 駆 られ て嘆 い て い る。 こん な病 ん だ心 の ま ま死 ん だ ら llL獄 に生 まれ 変 わ

る こ とは 間違 い ない 」 と哀 れ み 、漁 師 に金 を払 って 買 い取 る。「 もう三 度 と

女 に うつ つ をぬか す の で は ない よ。 」 と悟 して逃 が して や る。

女 の 身 勝 手 とそ の女 に最 後 まで 誠 を尽 す 男 の哀 れ を描 い て色 恋 に迷 った果

て は地 獄 、 と説 くo我 身 よ り女 を思 う男 の 真 情 、駄 々 を こね て 男 を 困 らせ る

女 の 様 の 愛 らし さに教 訓 の方 はか す ん で し ま つて い る、 と感 じるの は勝 手 な

思 い 入 れ だ ろ うか 。 当時 の 人 た ちは どの よ うな思 い で こ の 話 を 聞 い た ろ う

か 。

H。 と りの こ した 話 を集 めて

%479(Kttl i nga― BOdhi J.)転 輪 王 (Cakkavatti)を 息 子 に持

つ 、 とい う予 言 を うけ た王 子 が あ り、 兄 に 憎 まれ て城 を出 て森 に す ん だ。 あ

る王 女 はや は り同 じ予 言 を され た の で父 王 が その 身 を案 じて王 女 を森 に隠 し

た。 二 人 が 出 会 う場 面 。

王 女 は花 輪 を編 み な が らガ ン ジス河 の 岸 に 出 る。 岸 辺 に花 咲 か りの マ ン ゴ

ー樹 が あ って天 然 の は し ごの よ うに な って い た。 娘 は樹 に 登 り、 花 輪 を水 に

投 げ る。 花 輪 は流 れ を下 り水 浴 を して い る王 子 の 髪 にか らむ∞ 。 王 子 は花 輪

の主 を探 して 岸 辺 を さま よ う。 歌 声 を聞 きつ け て樹 に近 づ き娘 を み つ け る。

「 君 はい った い 何 、木 の精 なの 」

「 た だ の 人 の 子 で す わ 、 お坊 さま。 」

「 それ な ら降 りて お い で よ」

「 だ め よ、 お坊 さ ま、 私 は ク シ ャ トリアの娘 」

「 ぼ く も ク シ ャ トリアだ 、降 りて お い で 」

「 口 だ けで は信 じな い わ ヽ ク シ ャ トリア な ら合 言 葉
0を お つ し ゃい な」

二 人 は互 い を ク シ ャ トリア と確 か め合 い 、娘 は下 に降 り若 者 と交 わ る。

恋 愛 場 面 が美 し く描 か れ て い るの が ジ ャー タ カに は珍 しい 。 恋 もカー ス トに

左 右 され る こ とが良 くわ か る話 で もあ る。 この二 人 の 間 に生 まれ た子 供 は王 位

継 承 者 で あ る証 拠 の 品 一 印章 つ き指 輪 と剣 と美 しい 布 を持 って 王 宮 へ 行 き、 の

ちに転 輪 王 とな る。

苦 行 者 と王 妃 の 話 で も、 王 妃 は バ ラモ ン との 床 入 りの前 に「 バ ラモ ンの 地 位

を捨 て な くて は な らない 」 と告 げ て注 意 して い る。 遊 女 が 盗 賊 に恋 をす る こ と

も遊 女 が シ ュー ドラで あ る こ とが 関 わ って い るか もしれ な い 。

身 分 違 い の 結 婚 に つ い て の話 もあ る。

あ 7(Katthahttri J。 )



枕  Sakka が女 奴 隷 に生 ませ た娘 が あ る王 の正 室 とな って 息 子 を生 ん だ。
王 は あ とに な って 王 妃 の 素 姓 を知 り、 息 子 も王 妃 も低 い位 に 落 と した。 この

事 を知 った 大 師 が 、「 王 の娘 で あ り、 王 に嫁 し、王 の 子 を も うけ た の で あ る

か ら、 その 子 が 世 嗣 で な い わ け は な い 。 古 に は仮 りそ めの① 卑 しい 女 の 腹 の

子 に さえ王位 を与 えた 例 もあ る」 と昔 の話 をす る。

本  王 が庭 園 で 薪 拾 い の娘 を見 染 め る。 娘 は王 の子 (Bo.)を 宿 した こ と
に気 付 き、 それ を告 げ る と王 は璽 を刻 ん だ指 輪 を与 えて 去 る。 数 年 が 過 ぎ、

母 子 は指 輪 を もって 王 宮 へ 行 くが王 は認 め ない 091。 そ こで B。 .は Sacca―

kiriy五 を お こな って 空 中 に坐 り王 に 説教 す る。 王 は降 りて きた 王 子 を腕 に

抱 く。 娘 は 王 妃 とな り、 Bo.は の ちに王 とな る。

この 話 に よれ ば カー ス ト違 い の結 婚 が 認 め られ た こ とに な って い るが 、 こ

の よ うな 例 外 も男 性 側 が 高 カー ス トの 場 合 の み 、 と思 わ れ る。 王 が 指 輪 を与

え る際 に 、「 娘 で あ れ ば これ を金 に換 えて 育 て な さい 。 息 子 で あ れ ば指 輪 を

もって 私 の もとへ よ こす よ うに」 と言 う。 息 子 と息 女 の待 遇 の違 い が良 く出

て い る。 子 供 が よ その子 供 と遊 んで い て「 父 な し っ子 の くせ に」 とか らかわ

れ て家 へ 駆 け帰 り、 母 親 に 問 う様 は 時代 を超 えて読 む人 に伝 わ る。

/306(Sujttta J.)は 王 が なつ め売 りの娘 を見 染 め て 妃 に す る話 で

あ る。 王 妃 と な った娘 は あ る時 、 な つ め を 見 て「 あ の 卵 み たい な赤 くて きれ

い な もの は な ん で し ょ う、教 えて 下 さい な」 と言 う。 これ を聞 い た 王 は「 自

分 が 売 り歩 い て い た もの まで 忘 れ た の か 。 」 と怒 りだ す が 、大 臣 (Bo。 )の と

りな しで 王 妃 を許 す 。

「 女 は位 が つ け ば もとの卑 しい身 分 を忘 れ て お高 くす ます よ うに な る もの 」

と歌 わ れ て い る。

蒲 魚 で追 い 出 され か け た王 妃 もい るが 気 が あ りなが らお ぼ こ を気 取 って 失

敗 した女 の 話 もあ る。

/266(Vtttaggasindhava J.)恋 の病 で寝 こん だ女 が い た。 友 達 が

心 配 して 相手 の 男 を呼 ん で くる。 男 に手 を と られ る と女 は 、 す ぐに許 した の

で は安 っぱい 女 に み られ る と思 い 、 払 い の け て 、 出 て って頂 戴 、 と叫 ぶ 。 男

は怒 って帰 って し まい 三 度 と来 て は くれ ない 。 友 達 も呆 れ て来 な くな る。 女

は焦 が れ 死 す る。 この話 が 枕 で 本 生 謂 の 方 は 同 じ目に 会 う牝 臨 馬 の 話 。 騒 馬

が 御 殿 の馬 (Bo.)に 恋 い焦 が れ 、 草 も水 もと らな くな り骨 と皮 ば か りに や
せ て しま う。 仔 瞳 馬 が 心 配 して 御 殿 馬 に頼 み に ゆ く。 馬 と臨 馬 が 会 い 、 馬 は

相 手 の 匂 い を嗅 き出 す が 、艦 馬 は「 会 った ばか りで 許 す の は安 売 りの よ うで

い や だ 。 」 と思 い 、 馬 の 下顎 を蹴 っ と ばす o馬 は恥 ず か し く思 つて行 って し
ま う。

古 今 東 西 い ず こ も同 じ女 心 を うつ して妙 14Cl。

や は り女 心 を描 い て す さま じい話 が あ る。

ジ ャー タ カの女 性 不 信 、女 性 嫌 悪 は この 話 で頂 点 に達 す る。

/1a6 1( Asitamanta 」.)
枕  恋 心 を お こ した比 丘 に大 師 は「 女 は実 に 欲 深 く、 不 貞 で あ り、 その 罪



は深 い 、女 ほ ど卑 しい もの は ない 。 その よ うな女 に なぜ惹 か れ るの か 。 」 と

昔 の 話 をす る。

本  Bo.は タ ッカ シラ ー の町 0の パ ラモ ンの 家 に生 まれ 、 三 ヴ エー ダ とす

べ て の 技 芸 を修 め て名 高 い 師 匠 に な った 。 年 老 い た母 を 自分 の 手 で 世 話 して

い た が 人 々 は その こ とを悪 く言 った。 そ こで 森 に入 つて 庵 で 暮 らす こ とに し

た 。 タ ッカ シ ラー の 町 に い た頃 の 弟 子 が 訪 ね て きて「 厭 わ し き もの の巻 」 を

修 め て くるよ うに母 に 言 われ た 、 と述 べ る。 師 匠 は母 親 の 言 葉 の 真 意 を悟 り、

女 の罪 深 さを教 え る こ とにす る。 弟 子 に 自分 (師 匠 )の 母 親 の 世 話 をす る よ

うに命 じ、体 を洗 って や りなが らそ の 美 し さ を賞 め る よ うに言 う。 老 婆 は百

二 十 歳 で 日 も見 え な い の だ が 、 弟 子 が 毎 日美 し さを賞 め るの で 、「 この 男 は

私 が欲 しい の だ 。 」 と思 い 、邪 魔 な 息 子 を殺 す こ と を決 意 す る。 弟 子 は師 匠

に この こ と を告 げ る。 師 匠 の 言 葉 に従 って 弟 子 は 老 婆 に斧 を渡 し、 手 引 の 綱

をは る。 母 親 は綱 にす が って息 子 の寝 台 まで ゆ き斧 をふ りお ろす 。斧 が本 に

あ た る音 が して木 像 だ と気 付 く。 Bo.が 後 ろか ら「 何 を して お られ る、 母 上 」

と声 をか け る と、「 はか った な」 と一 声 叫 ん で その ま ま息 絶 え
る。 弟 子 は家

へ 帰 り、 この よ うな歌 を よんで 両 親 の 願 い 通 り出 家 す る。

貧 姿 な るは女  そ の情 欲 に果 て は な い

愛 欲 の 囚 となれ ば  神 を も怖 れ ぬ無 分 別
もの み な焼 き尽 くす 炎 の よ うに女 の 業 は恐 ろ しい 。

女 を遠 ざけ森 で一 人 心 静 か に暮 らして ゆ こ う。

「 この よ うに女 とい う も
の は実 に強 欲 で 罪 深 くそ の心 は卑 しい 。 この年 に

な って も好 心 をお こ し、情 欲 の虜 となれ ば孝 行 息 子 を殺 す こ と さえ図
るの で

あ る。 」 と老 婆 に対 して述 べ られ て い る。 始 め は家 を継 ぐ
つ も りで あ つた の

に 、 老 婆 の業 の 深 さ を 目の あ た りに して女 嫌 い に な り、 出 家 す
る弟 子 の 気 持

ちは ょ くわ か る。

それ に して も実 母 に対 す る師 匠 の仕 打 ちは あ く どす ぎ、 残 酷 の 最
た る もの

で あ ろ う。 孝 行 息 子 で 老 母 の 面 倒 を よ く見 て い た こ と、 老 母 の 寿 命 が そ
の 日

に尽 き るの を前 もって知 つてい て 計 略 にか け た こ とな ど弁 解 は され
て い るが

親 を殺 す 以 上 の 大 罪 と思 え る。

老 母 の受 難 物 語 が もう一 つ あ る。 嫁 の姑 い び りの 話 で あ る。
こん な話 を作

った の は嫁 と気 が 合 わ ず 尼 に な った老 婆 で は なか ろ うか 、 と思、え る
ほ ど実 感

が よ く出 て い る。

′64 1 7( Kaccttni J.)
枕  熱 心 に老 母 の 世 話 をす る優 婆 塞 が い た 。「 嫁 は もらわ ない 、 母 親 が 死

ん だ ら出家 をす る。 」 と言 って い た が 、 母 親 は勝手 に嫁 を探 して きて結 婚 さ

せ る。 初 め こそ嫁 は夫 の 真 似 を して よ く母 親 に尽 くしたが 、 その うち老 母 が

邪 魔 に な り追 い 出 そ うと企 て る。 姑 に 出 され る食 事 は熱 す ぎた り、 冷 たす ぎ

た り、塩 辛 か った り逆 に味 が な か った りす る よ うに な る。 体 を洗 う時 は背 中

に 冷 水 をか け た り、煮 湯 を浴 び せ た りす る。 寝 台 に蚤 が い れ ば 自分 の寝 台 の

蚤 まで 姑 の寝 台 の上 で払 い 落 とす 。 老 母 が こ うい うことで 文 句 を言 うと、
「い



った い ど う した らお 気 に 召 し ます の 。 」 と しお ら し く泣 い て 見 せ 、 近 所 の人

に は「 うちの義 母 は むず か しい 人 で 文 句 ば か り言 わ れ て ます 。 」 と
こぼす 。

家 の 中 に痰 や ら自髪 や らを ば らまい て お き、 夫 に叱 られ ると母親のせ
いだ、と

言 い「 お 母 さ ま は私 が 、 家 の 中 を汚 さない よ うに お願 い し
た ら『 人 を馬鹿 に

して 。 こん な性 悪 女 とは い っ し ょに暮 らせ な い 』とお怒 りに な るの よ。 私 を

と るか 、 お母 さ ま を と るか 、 ど ち らか に して下 さい 。 」 とせ ま る。 しか し夫

は「 母 は年 を と って体 も弱 って い るか ら面 倒 を見 な い わ け に は
い か な い。 お

ま え は ま だ若 い の だ か ら実 家 へ 帰 るが い い 。 」 と言 い 、妻 は 出戻 り女 に な る

の は い や だ 、 とそれ か らは心 を入 れ換 えて姑 に尽 くす よ うに な った 。

この話 を この 優 婆 塞 か ら聞 い て 大 師 は昔 話 を した 。

本  途 中 まで は枕 の 話 の ま ま だが 、妻 の 言 葉 に夫 は母 親 が 悪 い の だ 、 と思
い こみ 、「 母 さん の せ い で 家 の 中 が うま くゆ か ない 。 ど こ

へ で も好 きな と こ

ろへ 出 て って 下 さい 。 」 と老 母 を追 い 出 す。 老 母 は 泣 きなが ら知 り合 い の 家

へ 行 き、 そ こで 働 い て ど うに か 暮 らした。 姑 が 家 を出 て か ら嫁 に子 供 が で き

た 。 嫁 は 、「 お母 さん が い る間 は子 供 に恵 まれ なか った の に 、 あ の人 が 出 て

い った ら急 に子 供 が で きた o」 と夫 や 近 所 に 言 い ふ らした 。 その うわ さを 聞

い た 老 母 は「 さん ざん 私 をい じめ てお きなが ら子 供 に 恵 まれ て家 も うま くゆ

くな ん て『 法 』は死 ん で しま った の に ちが い ない 。
OJと 嘆 き、『 法 』の 葬

式をしよう031と 思いたつ。

ご ま と米 と小 壺 、匙 を持 ち、 自い着 物 を着 て焼 場 0へ 行 き 、 三 つ の され

こ うべ で 竃 を作 り火 をつ けた 。川 で体 と服 を清 め て か ら、髪 を ふ りほ どい て 、

米 を洗 い 出 した 。 Sakka(Bo.)が この様 を 目に して バ ラモ ンの 姿 で 老 母 の

前 に現 れ る。 事 情 を聞 い た あ とで 自 らの正 体 を明か し、 私 の 力 で嫁 とその 子

を灰 に して しまお う、 と言 う。 母 親 は 、 可 愛 い 孫 に とん で もな い 、 そん な こ

とは しな い で くれ 、 一 緒 に仲 良 く暮 らせ るの だ った ら うれ しい が 、 と頼 む。

Sakka は「 あ な た は 正 しい人 だ 。 」 と賞 め る。 Sakka の 力 に よ って息 子

夫 婦 は 自分 た ちの非 を悟 り、母 親 を迎 え に来 る。 夫 婦 は 母 親 に許 しを乞 い 家

へ 連 れ 帰 る と もうそれ か らは一 家 仲良 く暮 らした 。

姑 側 に味 方 して書 か れ て あ るの で 、 この話 だ け で 当時 は嫁 の 立 場 の 方 が 強

か った 、 な ど と言 うわ け に は い か ない 。 い つ の 世 も同 じ、 と感 心 させ られ る。

嫁 い び りの話 は ジ ャー タ カに は ない よ うで あ る。

母 と妻 の 板 ば さみ に な る夫 が哀 れ だ が 、 兄 弟 と夫 と子 供 の うち誰 を と るか 、

と尋 ね られ て 兄 弟 を と つた女 の 話 が あ る。

〃

`67(Ucchattga J.)枕  二人 の 男 が無 実 の罪 で 捕 え られ 、王 は 死 刑 を命 じた。 あ る女 が泣 きな

が らや って きて「 私 の 夫 と兄 と子供 を許 して 下 さい 。 」 と王 に訴 え る。王 は

二 人 の うち一 人 だ け許 して や ろ う、誰 を と るか 、 と尋 ね る。 女 は「 私 は これ

か らの人 生 で 別 の夫 を 見つ け る こ とが で きます し、 息 子 も生 まれ るで し ょ う。

け れ ど兄 弟 だ け は み つ か りませ ん。 両 親 は と うに 死 ん で しまい ま した もの 。」



と兄 を返 して くれ る よ うに願 う。 王 は この答 え に感 心 して二 人 と も許 して や

る。

本  枕 と同 じ話 で あ り、女 は この よ うな歌 を うた う。

息 子 は い つ か 手 に入 る

夫 は道 ゆ く人 の流 れ に み つ け ま し ょ う

幾 千 の 国 を め ぐ つた とて

兄弟 ばか りは み つ か らぬ

この 話 を もって 当時 の 女 性 が 夫 を軽 ん じた 、 と言 う こ とはで きない 。 あ く

まで理 屈 の お もし ろ さを楽 しむ た め の話 で あ り、 む しろ女 の 返 答 が 意 外 で あ

るか ら話 に な るの で あ る。

男 を喰 い 殺 す 夜 叉 女 の 話 もあ る。

κ 196(Valtthas sa」 .)

本  セ イ ロ ン島 に夜 叉女 の 町 が あ つた。 船 が 流 れ つ く と人 間 の 女 の よ うな

ふ りを して「 妻 に して 下 さい 。 私 達 の 夫 は海 で 死 に ま した。 」 と誘 い か け て

は その うちに 喰 って し ま う。 あ る時 、空 を飛 ぶ 馬 (Bo.)が 現 れ て男 た ち を

救 う。

「 妻 に して くれ 」 と もちか け て鶏
⑮ を喰 お うとす る牛ヒ猫 の話 もあ る。 猫 と

鶏 (B。 .)の や りと りが愉 快 。 あ 383(Kukkuta J.)

・ 自い 羽 毛 に身 をつ つ み

と さか の ゆれ るあ ん た つて

ほ ん とに い か す お ん ど りね

ち ょい と そ こか らお りて ら っ し ゃい

お代 は特 に い た だ か ない わ (猫 )
。あ ん た は 四 ツ足 お い らは二 本

こ りゃ残 念 だ ね  か わ い 子 ち ゃん
と りとけ もの じ ゃい っ し ょに なれ まい

だ ん な は よ そで め っけて お くれ (鶏 )

・ あ た い は一 生 あ ん た の もん よ

させ て あ げ るわ  い い思 い

神 に 誓 って め お とに な ろか

日陰 の 女 で く らそ うか

ど うで も好 きに して ち ょ うだい (猫 )
●やい この鳥喰 い婆 あの吸血女のにわとり殺しのどろぼ う猫 1神 に誓 ってが

聞いて 呆れ らあ !(鶏 )

これ も女 に近 づ くな、 とい う教訓付 きの話であ る。



お伽 話 を仏教説話 に変 える苦心の跡 が しの ばれ る話 を二題 と りあげて最後

としよ う。

/380(As attktt J・ )あ る行者が はすの花の中に美 しい女 の子 を見つ
け「 ふ しぎ姫 (A s attk五 )」 と名付 けて大事 に育て る。姫 の美 しさを うわ さ

に聞いた王がや って くるが、行者 は娘 の名がわか った らや って もよい、 と言

う。三年 目に王はや っと「 ふ しぎ」 とい う名 を言い、娘 を連れ帰 って末永 く

幸わせ に暮 らした。

本来 めでた し、 めで たしのお伽 話 にす ぎないが ジ ャー タカで は王 に恋の馬

鹿馬鹿 しさを嘆かせて例の よ うに愛欲 と女 の恐 しさまで説 くのであ る。「 私

が三年 も恋 に うつつ をぬか してい る間に、連れ て きた兵士や象 は飢 えや寒 さ

で た くさん死んだ。私の国 もす っか り乱れて しまったので はないか。私 は何

を して きたの だろ う。」

Z263(Cilapalobhana J.)“ 0生 まれ つ き女 を恐 が って な つ か な い
の で一 切 男 手 だ け で 育 て られ た王 子 が あ った 。遊 び女 な ど一 切 近 づ けず た だ

黙 想 ばか りしてい る。 困 りは て た王 に あ る賢 い 踊 り子 が 私 が や って み ま し ょ

う、 と 申 し出 る。 黙 想 の 部 屋 の 前 で美 しい 声 で 歌 を うた い 、 王 子 は次 第 に そ

の 歌 に惹 か れ る よ うに な り、 つ い に は娘 と結 ばれ る。 こ こで 終 わ った の で は

ジ ャー タ カの 趣 旨 に反 す るの で 、 その 後 日談 が つ づ く。 恋 が 嵩 じて 恋 狂 い と

な り王 子 は都 で 殺 傷 沙 汰 をお こ して城 を追 われ る。 この 先 は第 一 章 で述 べ た

とお り。 王 子 は森 に く らす うち、女 が い か に害 あ る もの か 、 を悟 って娘 を去

らせ た 、 とは ま こ とに ジ ャー タ カ ら しい 結 び 。



お  わ |こ

ジ ャー タ カは御 覧 の よ うに女 人 性 悪 説 を説 く。

仏 道 を志 す か らに は女 に迷 って は な らぬ 。

説 話 を聞 い た ら、 それ で 女 が嫌 い に な らな くて は 困 る。 恋 し くな って家 へ

戻 られ た ら僧 団 が つ ぶ れ て し ま う。 だ か ら、 説 話 の 中 で は女 は悪 者 で あ る。

そ うい う女 に 対 して で も「 怒 る」 とい うこ とは これ 又 仏 敵 で あ る。「 女

は もと もと性 根 が 曲 が って い て無 節 操 な もの だ か ら、 本 気 で つ きあ う と苦 労

す るだ け損 で す よ。 な るべ くか か わ りあ い に な らな い よ うに な さい 。 悪 い こ

と を され て も哀 れ な や つ らじ ゃ と思 うて お れ ば よい 」 とい うこ とに な る。

この よ うな 女 人 性 悪 説 が どの程 度 、 当時 の社 会一 般 に あ て は ま るか 、 当時

の 人 々の 女 性 観 との ず れ 具 合 を云 々す る こ とは こ こで はで きな い。

しか し、 ジ ャー タ カ を書 留 め た者 た ちが無 意 識 に 書 き流 して い く こ とば を

丹 念 に見 て い け ば 当時 の常 識 は あ る程 度 知 れ よ う。

その作 業 をす る余 裕 は ない が 、一 つ 顕 著 なの は女 が「 もの 」 で あ る こ とだ

ろ う。 ジ ャー タカの 時 代 に限 った ことで は ない が 。

女性はその意志 を問われ る ことな く親か ら花婿 に「 与 え られ る。」王か ら行

者へ「 贈 られ」た り、 臣下に「 貸 し」 てや る王 までい る。甚 しきに至 っては、

妻 を「 非常用食料」 として喰 う王子達す ら登場 す る。

ジャー タカに も稀 に貞女が登場す る。夫 に尽 くすの を何 よ りの徳 と考 え、

夫 に愛 され る以外 自分の幸 わせはない、 と信 じて疑 わ ない型通 りの貞女であ

る。「 もの扱い」 に「 貞女」が加 われ ば、型紙 に合わせて体 の方 を裁断 され

る ことにな る。「 あ らゆ る女 は妖婦 であ る」 と敬遠 され た方が ましだろ う。

女性観 は どうであれ 、女 は生 きて動 いてい る。

ジャー タカの中で女 た ちは よ く も悪 くも (た いがい は悪いが )心 の ままに

もの を言い、動いてゆ く。

に ぎやか に生 きてい るのが よい。

註

(1)κ は原 本 説 話 番 号 。
J. は 」五takaを 略 す 。
(2)BOdhisatta 菩 薩 、仏 陀 の 前 世 の 姿 。 以 下 Bo.と 略 す。
(3)あ るい は女 の蔑 称 か 。
(4)あ 66(Mudulakkha■ aJ.)に も女 に使 わ れ る行 者 の 話 が で て くる。
や は り、 買物 に行 か され た りして い る。

(5)Sakka  地 上 の で き ご とを取 り締 ま る神 (の JIL位 )と して ジ ャー タ カ
中 に登 場 す る。 地 上 に不 正 が あ る と、 そ の 台 座 が 熱 くな り、救 出 に 向 う、

とい う正 義 の 神 で もあ るが 、 こ こに あ る よ うに 時 に は 、 聖 者 を妬 ん で悪 事

も行 な う。 B。 .が 生 まれ 変 わ って この 地 位 に つ く こ と もあ る。

(6)Vi s abhttgtt ranllnala r特 別 な もの 1と い うの が 直訳 。



Rhys Davidsの 辞 書 で は 、 pudendum muliebre女 陰 の婉 曲 表 現 か
と思 わ れ る。

(の  行 者 た ちが 山 を降 りる理 由 は ほ とん ど「 塩 と酢 を き らした の で 手 に入 れ
る た め」 と書 か れ て い る。κ 251,431,328,443,等 。

(8) manus sinalill vaccakutikiccaril  sttd h a y amttn a in e k a in

Cha14itagehai dttpesi
(9) 10kadhamma i  sevitv五 .

10 Takka butter nlilk with/4 waterと あ る。

α〕 ukkanthita(>ukkanthati首 を長 くす る→ 切 望 す る、餓 え る )

又 は Kilesa(情 欲 )を お こす 、 と表 現 され る。
⑫  三 度 を一 度 に減 らして願 い ご との 成 就 を祈 る。
03 uyyttna,uyyttnakilatt kilitv五 とあ る。
O devat五  山や 木 等 に宿 る神 (精 )で 、 た い した力 は持 って い な い よ う
だ が 、人 間 とは様 々な か か わ り方 をす る。

山の 場 合 これ に 向 か って願 をか け る とい うこ とが よ く行 わ れ 、 願 い が か

な え ば お礼 に供 物 を さ さげ る こ とに な る。

/10419,198で は お礼 参 りと偽 って 相手 を 山頂 へ 誘 うの で あ る。

αう 王 が 国境 で お きた 争 乱 を鎮 圧 しに行 った す きに 、 とい うの が この 種 の話
の 御 膳 立 て で あ る。 (/1a66,120,251,431,472な ど )

00 corapapttta  罪 人 をつ き落 とす刑 場 か と思 われ る。
0つ   rttjanivesantt Otaretvi vissajjesi.
0 カ レー を そ えた熱 い 飯 。
sipabyattjana sampanna in unhabhatain.

09 この 話 で は Bo.は 物 乞 い で 暮 らす貧 しい 芸人 (nataka)で あ り、 この
家 の 戸 口 で情 夫 の食 事 の残 りを もら うた め に待 ってい る。 帰 って きた旦那

に さ きほ どの様 子 を打 明 け た た め に浮 気 が ばれ る。

①  amacca ァル タ、 ダル マ を王 に 説 教 す る役 目の大 臣 。 王 の 相 談 役 で も
あ る。

10 これ と対 照 的 な結 末 があ 191(Ruhaka」 .)に 登 場 す る。
プ ロ ヒタが 王 か ら美 しい 馬 を場 わ り、 人 々に 馬 の美 し さ を賞 め られ た。

と ころが その 妻 は 、「 馬 が 美 しい の は馬 飾 りの せ い 。 あ な た も馬 飾 りをつ

け れ ば王 や 人 々に賞 め られ る。 」 と言 い 、 プ ロ ヒタは その 通 りに して笑 い

もの に な る。 妻 は夫 が帰 る前 に宮 殿 へ 逃 げ る。 王 は妻 を許 す よ うに悟 して

「 切 れ た弦 も直 せ ば もと どお り、妻 を許 して怒 りを鎮 め よ。 」 と言 うが 、

「 樹 皮 と職 人 が あ る限 り新 しい 弦 は す ぐ買 え る。 別 の女 を嬰 ろ う、今 の は

も うた くさん だ」 と別 の女 を妻 とす る。

O vayapattakttle talll attano vase ,hapeSi
本妻ではな く妾 と しておいた ものだ ろ う。

②   imassa ghare ekapurisakttya ekttya itthiytt bhavitabbam



②  踊 りた い か ら、 とバ ラモ ンに ヴ ィー ナ を弾 か せ 、 恥 ず か しい か ら、 と 目
か くし を させ る。「 ち ょ っ とお つ む をた た い て もい い か し ら。 」 と言 う と

色 好 み の バ ラモ ンは「 あ あ、 い い よ。 」 と答 え る。 そ こで 隠 れ て い た若 者

が 思 い切 り頭 を殴 り、痛 み に耐 えか ね た バ ラモ ンは娘 に手 をか して くれ 、

と言 う。 娘 の 手 を さす って「 こんな や わ らか い 可 愛 い 手 が 打 つ とな る とあ

ん なに きつ い もの か な。 」 と嘆 息 して頭 の こぶ を なで る。 こん な場 面 の 他

に もさ ま ざま な笑 い の種 を この話 は用 意 してい る。

②  Sacca一 kiriy五  「 私 の 言 葉 が 真 実 な らば この 火 は私 を焼 か な いで し
ょ う。 」 と唱 えて火 に入 る。 この よ うに して 自分 の 言 葉 を証 明 す る行 為 を

saccakiriy五 と言 い 、行 な うこと は ま ち ま ちで 何 で もよい 。 王 の さい こ

ろ唄 もそ うだ が「 真 実 を言 うこ と」 自体 に絶 対 の 力 が 宿 る、 と され てい た 。

真実 を言 え ば そ の 真 実 の 力 で 奇 跡 が ひ き起 こ され るの で あ る。

②  美 女 は ふ つ う天 女 の よ うに (devacchartt viya)美 しい とあ り、又

キ ンナ ラの 優 美 を その ま ま女 に した よ うな (Kinnaralilhttya
vasamlnttya)、 風 か ら守 られ て大 き く輝 く炎 の よ うに (nivate
jalamttntt drpasikhtt Viya)な ど と も表 現 され る。
②  Pamodamttntt ekacitttt samaggavttsam
の  「 王 が 悪 い 王 で あれ ば天 候 不 順 で 飢 饉 に な る」 と され る。
②  同 じ貞 女 もの で も/194な どは そ の典 型 とい え よ う。 時 代 的 に ど ち ら

が古 い か 、 とい うこ とは言 うこ とが で きない ない が 。

①  ジ ャー タ カに お い て は これ が 出家 の 仕 方 の 理 想 で あ る らしい 。
一 家 の主 と して 暮 らして 晩 年 に (特 に 自髪 をみ つ け て 出 家 す る王 の話 な

どが あ る。 )出 家 す るの は普 通 の こ とで あ るが 、 早 くか ら仏 教 に帰 依 し よ

うとす る青 年 は両 親 の 存 命 中 は 家 に在 って その世 話 を し、 両親 共 に亡 くな

った後 に 出 家 す るべ き ら しい 。 妻 を捨 て て 出家 す る こ とは む しろ その執 着

の な さ を賞 め られ る こ とに な る。 成 年 してい ない 息 子 は連 れ て 出 家 す る話

が 多 い 。

0り  rtt j uyytt na. 王所有の庭園であるが、一般の人々の出入りも自由で

公 園 に近 い もの だ った と思 わ れ る。 人 々が遊 び に訪 れ た り、物 売 りが 出 入

りした り、行 者 た ちが寝 泊 ま りす るの に も使 わ れ る。 王 は こん な場 所 で 一

般 の人 々 と接 した もの らしい 。

00 人が死んだ時に泣かないのは良いことであるらしい。
あ 354(Uraga J.)で は パ ラモ ンの 家 の 息 子 が 死 ぬ が 、 家 族 は だ れ

も嘆 か ない 。 その徳 に よ って その家 はサ ッカ よ り富 を授 か る。 反 対 に死 を

嘆 きなが ら死 ぬ と tlL獄 へ 生 まれ る。 (κ 147,あ 34次 章 )
①  「 Bo.は Sakka とな って 7日 は王 妃 との 約 束 を思 い 出 さなか った。 こ
れ は人 の 世 の 700年 に あ た る。 当時 の人 間 の寿 命 は 、一 万年 で あ った 。」
O Kattikarattivttracha■ a・

⑮  この 話 で は Bo.は 大 気 の 精 (五 kttsatthadevat五 )と して生 まれ て い
るが 話 の 筋 に は な ん らか か わ り合 い が な い 。



登 場 人 物 が どれ を と って も Bo.に は ふ さわ し くない 時 に は この よ うな傍

観 者 の位 置 を与 え た 、 と見 られ る。

①  男 が 河 で 女 の 持 ち もの を拾 い そ の 娘 を探 し出 して妻 に す る、 とい う話 は
か な り古 い 、普 遍 的 な もの で は ない か 。

O  Khattiyamttyain.
O muhu tti ktt tempOrary wifeと あ る。

⑩  この話 は「 シ ャ クン タ ラー姫 Jの 話 に共 通 す る要 素 を多 く もつ 。
001 マ ール テ ィア ー リス 、樋 口勝 彦 訳

女 に、

ガル ラは僕 に気 が あ って 許 す 気 が ない 。 彼 女 は気 が あ って 気 が な い の

だ か ら、彼 女 は ど うい う気 なの か わ か らない 。

大 岡信「 詩へ の 架 橋 」 よ り]1用 。

14D Takkasili 良 家 の子 弟 は この 町 で 師 匠 につ い て三 ヴ ェー ダ とその 他
すべ て の技 芸  (sabbasipp五 )を 学 ん だ後 、 家へ 帰 って 妻 を嬰 り家長
期 に入 る。

⑫   "imasmin 10ke dhammO mato bhavissati‖
031  ‖dhammassa matakabhattai d a s sttmin

O 五makasusEna  悪 臭 の た だ よ う火 葬 場 、 の 意 と Rhys Davidsの 辞
書 に あ る。

⑮  野 禽 の に わ と りで あ る。

“

0 %507(Mahttpalobhana」 .)も 同じ話であるが、頌ばかりで語
られ て ゆ く。


